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(2) 報文は線て一報に付園及表を含みて本合原稿用紙 (15・x30)にて20枚以内とす。原稿用紙

は御請求失第送附す。一

p)ー本文には平仮名を，一外語の名詞地名及人名は成る可〈片仮名を用ひ，必要に依りでは括弧
内に原語を月lV>られたしv猶ほ用語は成る可〈工業化事語象年依られたし。

(4) 固面は白紙IC丁寧に墨書し， zたの各項に留意ありたし。
...A・園面，馬民等の挿入位置は之を原稿中に指定する_t.正ι ". ・

B.原稿添附の園商は刷上後の腫裁，大小型容を考慮し'縮尺後不鮮明とならざる様注意

-するとと。

C. ~ 固商の大さは飴り大なるものを避け; 出来上りの約 2-~ 倦を誼嘗!とすò

ι5) 報文ICはタイプタイター使月jの英，濁或は悌請の抄課500語以内の添附を要す。
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(7) 原稿の取捨は編輯委員l亡一任。とと。編輯委員は原稿中の字句j乞就て加除，修正を行ふ事

ーあるべし. ‘ . ・

(8) 掲載報文，講義等IC到しでは別刷39部を贈呈す0;.30部以上御入用の簡は原稿御港附と同時

に申込まれたし。 C担し追加部敢に劃しては賓費を申受o
(9) 文献は，著者名:雑誌名:年:巻:頁の順。に記し，各教の下部には横線を引ぎ線、て本文中に

挿入のとと。

(10) 数量は成可〈メートル法(c.c.S式)を用0.， 記械に闘しでは下記凡例に依り 「・」
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(報 女〕

繊維素繊維の吸潔中に於ける温度の婆化

小 栗 拾戒 中岡 敏雄

〈早稲田大型理工皐部庭用化墜科研究室〉

嚢luJ、栗(工業化星野!日志. 昭和 7，35，. 1262)は識維素織維が水蒸気を牧若する際の速度を測定

し其結果を報告して置いたが繊維素の水蒸気牧若現象は殻熱愛化であるから時間l亡依て繊維素試料

の温度が如何に援はるかを視るととも興味ありと考へて本質験を施行した。粂て古[lJ定結果より融市:lft

素の吸i黒熱に主Jし多少の示唆が典へられはし在いかと云ふととも亦賀験を施行せんと した理由の 1

であった。資験後装置及操作l亡改善の依地少くないととを認めたが取りiitえす=結果を教に報告し更、

lと他日を期してJlt宜験を続行したいと思ふ。

囚l亡繊維素を主胞とせる物質の吸i品中の温度鑓化l亡就ては古くは鯨チ1:恒太郎氏及共同研究者(理

化皐研究所集報，大正 12，2，105)の賞般がまうり新しくは A.W. Lykows氏 (Kolloid.Z.，1936， 

C 

貿3 間

74， 179)の研究がある。

(1)賓験装置

世験装世としては第 l固の

柿ijtを有するものを6'~封恒jfM.

柑 ~lll亡安置して使用した。固

rl~V は民主装置に連結せる告2

である。民空襲置は水銀蛾散

ポンプと梢D)Jポンプとより成

りiiF4者を運縛する時lま約30分

にして装置内lま 2x10-5-10

-5mmの民主度となる。 F は

吸i泉中l乞於ける試料の温度を

il!1J定すべきカ、ラス製容探，lVI 

は水銀座計，W及¥Y，は一定
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歴の水蒸気を FI乙供給する郊に設けたガラス容器である。 而して吸協せ しむべき試料はF内の銅コ

ンスタ ンタン熱電封の温接貼の周悶lこ~き共上を細い白金線で緊縛した。熱電rJは比較的低い温度

に於て感度の鋭敏なる銅，コンスタスタンを選んだのであるが共悦官iはむ接ガラスに熔封1J¥来難き

貼である。囚て己を得十.u~ 2固の如く(ピセーンを利則して諮封したコまた試料を緊縛せる温接黙

の附近lζ於て K，L紘11Jjlci既沌の恐れを無くなすiJ，I亡間紘i亡ピセ{ンを塗て絶総し?と。:;7((0令接鮎

第 2 悶

果はÊ{~ 1表に示しである。

E{n表
淑度
(C) 
¥0.0 

27.4 

44. ¥ 

ti~ 1去を回l乞貼綾ずる時は

!:í~4 岡の曲線が得られる。

(2)賓験装作

iJli]:;i:を行はんには2fO困の

A， B のコックを開き真空ポ

ンプを働かせてF及W内の空

気を排除し師連の貫空度を維

kL はデュワー嬰r-11の氷，水系qllこ押入して QOC

第 3 悶

l亡保ち起電力はおemens-Halske製の ミリヴ

オル トメー ターで測定した。

測定値を温度で示す震には熱電釘の起電力

と温度との関係を知らなければならない。共

íJ， I亡は tt~ 3 回の如くデユワー嬰中 l亡夫 k~菌常

な温度の7.kを充たし温接出liをガラス管で保護

して共r[II亡押 し込み撹件しつ温度計l亡て水温

を読むと共にミリヴオルトメーターの示度を

記録した。[iFj¥より冷接結はJ二言己の如<QOC(亡

保ったととは勿論である。囚l亡温度計は P.T

R.の保護づきtlT準温度計ーで補正した。共緒

ミリヴオルトメーターの読みと温度との関係

起干注力 温度 起包力
くmV) (C) (mV) 
4.9 50.7 ¥e.9 

8.9 7う.7 27. ¥ 

¥4.4 

JMj 

に=
守

斗
、、
ヤ

マー

'0. 9 

/ 

/ 
/ 

〆
/ 

/ 

レ/10-" 

持せしめつ L試料が貨安乾燥 ω 
/ 

ノ/

のJ/k態l亡注するに充分なる時

間を興へ(之に 4-5時間を

要す)然る後コック A及Bを

閉ぢ7象め ¥V1，内l乞充したる精

製蒸惚7K或は一定濃度の硫酸

V 

γ 

10 

ピ?

>0 JO 40 ，0 .. 10 。 タ。 メ旬。

ta 皮
第 4 frn 
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水溶液をコック C を問めて徐々に W 内l亡流下せしめて約 1時間共催l乙保つ。然る時は W 及ヵ・

ラス管内は一定の水蒸気陸となるを以て念の1~71'(銀限計 M の水銀水平安をカセトメーター (m乱X

Kohl製)1亡て讃み， コック B を開きて水蒸気を F 内l亡j去り試料l亡吸漁を日目的せしめて 5秒j引に

ミリヴオルトメーターを讃み之を記録する。

W1内11:カ11へた蒸摺7)'(は硬質ガラスの恭凋装置で法却水を連結的IC5岡謀、府せるもので最初の蒸

滑には過マンガン酸加mを ;:J(回の蒸溜 l亡 l士 官了性百j王の少量を添加l しJ~後は 3 同共佑でF菜、府せるもの

である。

ヨたIC硫酸は弐の 3種類の濃度ICて使用した。

No. 1 

No.2 

No. 3 

日行O;(?G)

57.65 

43. 75 

33， 10 

之守:硫放の一定温度に於ける蒸気睦ば Vl11dolt.Bδrnstcin， Ro~h ， Schcele， Physikalisch-CI淀川i-

sche Tabellen， 1923， 5 Au日.Iこ(1，ミて求めた。

(3)試料

織t:frr素読nとしては青栴綿を米国化型合提案の方法 (l1tふ Eltg.Chem， 1923，15， 748) IC依て

精製せるものを使用した。

(4) 測定結果

以下記す測定結果は同一試料をfJjひ繰返へし8岡の測定を行ったものである。

第 1表 20.50C I亡於けるiJ!lJ定結果

試料 1.00J 

1'i験格競 No.1 No.2 No.3 No.4 

水蒸気JW(mm) 18.09 12.72 8.78 3.86 

時間〈秒〉 測定椛皮く00)

〆F 『、、
O 19.う 21.ラ 19.ラ 21.5 

5 31.7 29.0 24.ラ 23.9 

10 37.5 35.4 30.0 25.宮

15 40.6 38.0 33.6 26.5 

20 41.9 39.3 35.7 27.1 

25 43.0 40.3 37.5 27.4 

30 43.3 41.0 38.3 28.1 

35 43.5 41.ラ 38.6 28.ラ

40 43.7 41.7 38.8 29.0 

45 43.8 41.9 39.1 29.5 

'50 " 42.2 39.3 30.0 
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う5 1/ 1/ 39.6 1/ 

60 44.1 1/ 1/ 1/ 

6ラ 1/ 

" H " 
70 " H 1/ " 
7弓 44.3 " " H 

80 " " " 30.5 

8う 44.1 " H " 
90 " 1/ 1/ 町

9う 43.8 " 1/ 1/ 

100 " 41.9 1/ " 
10ラ " " 39.3 30.0 

110 43.7 " " " 
11ラ

" " " " 
120 43.5 41. 7 1/ 1/ 

12ラ " " " 町

130 43.3 " 39.1 29.5 

13ラ 43.1 41.ラ
" 

140 " " " 29.5 

14ラ H " 38.8 

150 43.0 41.2 " 29.5 

155 42.8 " " 
160 1/ 41. 0 38.6 29.5 

16ラ 42.6 " 1/ " 
170 1/ 40.8 " " 
175 42.3 1/ 38.3 

180 " H 1/ 29.0 

190 " 40.6 H 

200 42.2 40.3 38.0 

210 41.9 " 37.8 29.0 

220 " 40.1 37.5 

230 41.5 39.9 " 
240 41. 2 39.6 37・2 28.5 

2ラO 41.0 39.3 36.9 

260 40.8 39.1 36.6 

270 40.5 38.8 " 28.1 

280 40.3 " 36.3 

290 40.1 W 36.0 
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300 39.8 38.6 36.0 28.1 

330 39.6 38.0 35.4 27.4 

360 39.1 37.5 35.0 " 
390 38.6 36.9 " 
420 38・4 36.6 34.0 " 
480 37.2 36.0 32.5 27.1 

540 36.0 35.0 32.0 26.5 

600 34.6 34.0 31.2 " 
1200 27.4 22.6 

f:f~ 2去 24.700CIこ於げる測定結果

試料 tf~ } 1去に同じ

貨車説得税 No.5 No.6 No.7 No.8 

水蒸気~ mm) 23.34 15.28 11.30 5.40 

時間〈秒〉 測定温度 (00)

r 司、
O 28.1 28.1 28.1 28.1 

う 3ι.0 34.0 32.5 30.8 

10 4つ.8 38.8 36.9 32.0 

15 43.3 41. 0 39.3 33.2 

20 44.3 42.8 40.8 34.0 

25 45.1 43.3 41・7 34.6 

30 45.3 43.8 42.3 3ラ.0

35 45.7 44.3 42.8 35.4 

40 45.0 44.う 43.1 35. 7 

45 4与.2 44.8 43.3 36.0 

うD " 44.9 43.5 " 
うう 46.3 45.1 43. 7 36.3 

60 " " " " 
65 45.5 " H " 
70 " " " " 
75 " " " " 
80 H " " 36.6 

85 46.3 " 
43.ラ H 

90 " 44.9 " " 
95 " " " " 
100 " 

町 " " 
10~ 46.2 " " " 
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110 46.0 44.8 43.5 36.6 

11ラ " 44.6 " " 
120 4ラ.8 " 43.3 H 

12ラ " 44.4 " 36.3 

130 H H " " 
13う 45. 7 44.3 43.1 " 
140 " " 

W H 

14う 4ラ.5 " 43.0 36.0 

lラO " W " " 
155 45.3 44.1 42.8 " 
160 H " " 

H 

16ラ 4ラ.2 43.8 42.6 " 
170 " " " 

H 

175 45.1 43.7 " H 

180 " " " " 
190 44.9 43.5 " 3ラ.7

200 44.7 43.3 42.3 " 
210 " " 42.2 35.4 

220 44.6 43.1 41.9 " 
230 44.4 43.0 41.7 H 

240 44.3 42.8 41.5 " 
250 43.8 42.6 H " 
260 43.7 H 41. 2 3ラ.0

270 H 42.3 " " 
280 43.5 42.2 41.0 H 

290 43.3 41.9 40.8 34.6 

300 " 41.7 40.6 " 
330 43.0 41.2 40.3 34.3 

360 42.6 41.0 40.1 " 
390 42.2 40.6 39.6 34.0 

420 41. 7 40.1 39.1 33.6 

480 40.8 39.6 38. 3 33.2 

540 40.3 38.6 37.8 32.8 

60つ 39.3 38.0 37.2 32.5 

1200 3う.3 33.2 32.5 31.2 

1800 34.8 31.2 30.3 30.3 

第 1表及ttn去に於ける'丘験布二世紀子:0，1及1¥'0，5のiJlIJJtは精製蒸ffi'/7JX.を¥YrAJI乙供給して共飽和
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蒸気監の下i亡吸i黒を行はしめたものであり No.2， No. 3， No. 4， No. 6， No. 7及 No.8のi!llj)i:は版記

濃度の硫酸を月JC人同様に賞験せるものでbる。

北K比較loJ!R¥の鼠l乙同じく蹴準品li;織*1[;素を 250Cにて民主吸協を行は しめ時間と共に試が!の重量

の培加を測定せる結果を可n去にJ品げる。
第 3去 25.000Cに於ける試料の吸i品速皮のiJllj定結果

試 料 O.100813g 

時間〈分〉 l肱着7k:@: ノ。。/ 時間〈分〉 牧着(g水〉量 % 
〈巳)

O 0.000 O 6 0.009531 8.84 

0.5 0.002341 2.17 7 0.010199 9.44 

1.0 0.003846 3.56 8 0.010701 9.91 

1.5 0.00451ラ 4.18 9 0.011035 10.22 

2.0 0.005518 5.11 10 0.011203 10.37 

2.5 0.006354 5.88 20 0.013711 12.69 

3.0 0.0068ララ 6.35 25 0.014881 13.78 

3.5 0.007357 6.81 30 0・015048 13.93 

4.0 0.007859 7.28 40 0.016051 14.86 

4.5 0.008193 7.59 4ラ 0.016553 15.32 

5.0 0.008527 7.90 ラ0 0.016720 lラ.48

5.5 0.009029 8.36 60 0.0170う日 lラ.80

1t~ 1 表を困J~.lC鮎緩する時は~~ 5岡を第2表及第3去を5511綴ずる時は第6回が符られる。

賀!; 5 悶

10 
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o 3D 60 .. ，，，. 1$'0 '10 " . ' .. 270 JO{1 3)0 3'" 柑 . ，ド 41'0 4'l向 ぷ市 ffO 

タ0

40 

(
O〉

ω凶

~ 20 

。

時間〈秒〉

総 括

第 5固及第6固に明かなるが如く試料の温度は吸i般の主7Jl切に急:劇l乞上昇して最高に主主し次で漸次

下降 し最後には質験温度l亡到超するものでるる。而して同じ温度の質験l乞於ては水蒸気陛の大なる
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第 6 悶
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2 

30 JO 60 タ'0 00 /SO 13& .ll() 2向 :qo .J{)() よ10 ]，臼 3向 ~，p 供向 'ISU Sf() .r4() 

日号 1m (秒〉

程式料の温度は尚くなりJK蒸気監の小なる陸協l立は低い。 悲 し水蒸気監の大なる程吸漁量が大なる

からであらう。乍併!淀川のiR度鑓fじ;量換言すれ í:f試 '[:lの伺温度と試料の最高温度との差は賀~~温度

が重大なる影響を1flfすものである。之を l珂かならしめんが1J， 1亡;.;~ 4去を的げる。

~H 4去 I吸漁じ11/こ於ける試料の温度鑓化

:J't験n;t皮(C) 20.50 24. 700 

"' 
ー

『

. 、、
1ft ~控徐ØJ，~ Nけ.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 

水蒸 気 Ltl~くmm) 18.0ヲ 12.72 8. 78 3.86 23.34 15.28 11.30 5.40 

試料の初 i.Kti皮(C) 19.5 21.う 19.ラ 21.5 22.1 28.1 28.1 28.1 

試料の最高温度(C) 44.3 42.2 39.6 30.ラ 4手.5 45.1 43.7 36.6 

731 皮漫化く差〉 24.8 20.7 20.1 9.0 18.4 17.0 15.6 8.5 

版記の虫nく此等，8回の貰験rj1No. 1及r¥o.5 はMれも純水の呈する飽和蒸気監の下l乙て寅験せ

るものであり， r¥o 2及 No.6はMAlも 33.10μ の硫駿i~;夜N'o.3 及N"o.7 Iま何れも 43.75% 

の硫酸溶液， No.4及 No.8は何れも 57.65%の硫披溶液の呈する水蒸気陛下にて賞験せるもの

であって相:底せる 2ffillの百験結果を比較するに何れの場合It:於ても質駁温度の低い方が蒸気魅は小

なるに拘ら十l船長qlの温皮鎚化の大なることが分る。

試料は吸i然 し始めてから 60-90 秒.こして故高i限度l亡述するものであるが未だ共時の吸混量は.!-f~

6囚の吸漁連皮110線並に第 3去に徴するに 60分後の吸i必量の乃にも及ばぬのでまうる。囚て 90秒

後l亡杢吸漁:畳の%以 1-. も 吸i果せらる~ 1ζ拘ら歩試料の温度は却て下降するのである。是れ恐らくは

時nnの経過と共l亡吸漁速度が減じXii位時間のl汲漁量はノj、となり熱の後生よりも熱を失ふ方が大きい
とえふ外l亡主なる理由は示.2吸i昂熱 (Difierentialheat of sorption)は最初が大であってl汲協の進

行と共に小さくなるからであらう。

*資輸は頁空中lζ於ける質験であるから安気r[llζ於て吸漁せしめるならば試料の温度降下は更に

-J奇急:であると考へられる。
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潤滑油の粘度一温度曲線に劃する賓験式の一考察

石 川 平七 ・珠 川 底二

〈吊稲悶大串漫工製部臆flj化製科研究室〉

9 

i l i政さる ~ iflU滑油は-J~-}diß分が尚i現l l)WWrh系の油であって一世間旨肋ihu又は之を加熱加工した:1l合

油を少量蹴ilbl乙添加lして共!日買を改良したものである。 isum性l亡共粘性及油jf}性 Lオイリネス)が
本質的に組めて重要でbる事l土11.19，11の事貨であって特l乙大きな力と高辿ー皮下11:動力を体連する軸承
又はシ リ ンダ ー壁~~l;Jこ於ては;是~Fの性能が極めて意味のbるものとなって来るのである。而して斯

の如き保 [tn~l1:於ては潤滑油は高枯皮及出iい油滑性を裂し，且油の内部摩擦抵抗並l乙一部の不完全

摩隙による泊度上昇l三日{囚する9thの:j:r'iD!低下を111来得る限りノj、にする事，即ち油の温度係数小なる

事を裂するのである，従って共JJ111は所117貼度指敢によって決立せられるのであって粘度一温度曲

線をfi式l乙返す事は是雪:の温度係教を!長純国l乙亘り正確に比較するに必要となづて来る。又現在

試験室的l乙容易 1 1:測定し得る温度純凶は'，;;~ i毘よ り 1 00 0 C 以内であって更に高温の測定11:は利困難

が作って結果が極めて不正融11:陥り易いのである。一方赴苛:諸性能を要すべきir'lJi骨油のj到1抑制こ於

けるilli度は一般に高温であって此場合の粘皮を も低温l亡於ける測定結果より計算的loRめ得れは:ilE

だ便利である。是勾;の定、味 l亡於て此質~~式を正確に計算する事が亦必要となって来るのでbる。従

来提出されだ宜験式は粘皮l乙主Jする基礎概念不鮮明であったため局部的l乙一致しでも多少康範囲の

計算l亡は油月1困難なる様に考へられる，著者等は/ll来る丈け粘度の基礎概念を重んじ是より誘導さ

る L賀験式について測定結果を拾討した。

1， 寅駿式計算の基礎

カガo ス柑臨U附5代ては分干迩捌捌到勤j向の立場から輸F白的仰lい内削〈句切]刀~I1:凶ζ

dι=搭皮，c=干均分子運動速度 1=分了千均白山経路で史l乙1=3j4rrdo2であるから η=よ.JL
4πo2 

(δ=分子1[三{I町通常の陛下l亡於ては 8は大:臨一定であるからガス憾の粘皮は平均分子迩勤jili度の

みの曲放である，即ちi温毘度上訂昇.と共lに土判粘i皮も亦上昇する。之とι反L主釘JIに亡液間iに亡於ては是笥守2

よる料粘i度の影響は各分干子.が極めてJ接妄近して日居4るためi街封突の機命は士榊什大するが分干子-迩勤は相王五.1に亡打泊

されて極めてノづ小jト、とたな:つて来るのである。民主JI乙分子聞の引力及筒突故は士i??カ/1し又一部分子内の境態

も起るのである。:~!1;;の原因 lζ よって液胞の粘性即ち内部摩隙祇~)'L を哨大する と 考ひられる。然し

現在是23;の諸民{悶を定量的lζ去す式がない，此十世告11:於ては是勾zの訪日;(fslを川来る丈け数式l亡て去

し是より粘度計算の基礎式を定めたのである。

今液鰹粘度の諸原因の内分子!日]引力IC¥Hしては岐に Va1tder T17aal氏l亡よれば貰在気胞に於て

は αjV2で表される，然れども此庖(01)(1及ふ潤滑油は分子量極めて大であって種々な分子量を有す

る一族の有機化合物であるから分子合合共他の原因と合せ・て一般に a/V"で表す，此底l亡V は分

子容の平均値である，又I¥IjV はWi!1.tD であるから此引力を A・(υ)"で去す事が/f¥来る。 次lζ



10 早稲田臆用化祭曾報

衝突教であるが之は前述のガス憾に於ける千とJ分子速度 C に比例する，更にグラ ハムの法則を入

れて見ると亡={3 P/Dドであるが此場合もいH!i<C"'l={2T/D}τ={3t/D}川で表されるとする，而

して分了・内の費態は分子自身の振動に即!立するから即ち混度の画敢でbって-'般に t!-，/，(E=恒

数)I乙比例するのでるる。此因子は極めて複雑であって池度範悶が比較的狭小なる場合!土恒教と見

て之を B と去すと，是笥;を組立てた一般粘度式は尖の主!Iくなる。

-.J 3タ¥制
η=Alノ(i:f-) B=AB(3t)m.Dn-m 

此底に A.B.m.n.はir.ai骨油l乙q.抑1]の恒教でタは堅力であるが従来液躍の粘度は共れに加はる1!t

l亡は無関係であるとされて居ったのであるが最近は極めて高監に於ては粘度は持17大する事が認めら

れた，此事'IWを考察すると m の他は極めて小さく oIc:i丘似であると見倣される，勿論沸貼附近に
於ては相蛍大となって来ると考へられる。此意味l三於て?の耳目を lとすると 1/は D 即ちP程度だ

けの画事〔となる。即ち

η=c。じ"1

又l比底lこDは宿度であるから M/V=M/{V 0 (1 +αt) }である故

C内 M叫 1
17= ---v:ι「.77一寸了

v ・ ・ ¥a+t)

此庖に V。は OocIこ於ける分子容， αは臨1E脹係数は温度。Cである。更に筒唱に書くと

η=ー 乙ー?となる。此庖lこα'bc は恒故である，即ち SIo~:e 氏の式と一致するのである。
(t十じ/

弐に此 ηは絶封あ'jf;をであるが此百般に於て使fUしたWi度計はレッドウッドキii度計ーであって文献

を彼するとレ氏f(i度抄数 Tと結f'J粘度 1/又は運動粘度11/ρとの|期係式は 1//ρ=0OJ26C，-1. 715;'， 

であって此式と上記のIA論式とより ηを消去すると

r < • (. 1. 78D~ . . _" -'_ ~ 
= 庁 -611+(l+-1-U+cj吋2152 x lO""p(t十c/L. ， ¥.， 1 し ~ a ' ~ ~"' ~ / f -J 

tlt貰t~~式 i乙於ける η は此宜験の組閣では最小 O. 2ポイズ程度であるから近!以的に

r~ ， 1 1. 78 ，{J~(t 牛、， 1 
日立六 10-'長(t;-.可，，-xl2+-y 布JV1 1 

白1.71 
=384.6x一一一一一一一+

ρ(t十cJ" 一一 a' 
p(t斗c)'， 

而して此式に於て第2項の a'/ρ(t+c)">つ.2なる故tltrJ1を治時して考ふるとレ氏、f(i皮秒数， ，土

G 
，=-一一一一一一一一(t+c)" 

即ち ll U~を基礎として計算したのである，但し絶f'J t/i皮 O. 2ポイズ以下の底では多少誤差が現

れて来る事を般信する。埴首の修正を要すo tlt結果によると液胞の粘度は濯度上昇と共に双Ijh kJ;~的

l亡低下するのである。

2. 賓験式計算の敷畢慮E里

上記一般式に於て今 T の非常IC:)(なる所を考察して見ると t"=ヲーC となり ，潤滑油は或志味。
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氏粘度計ーを流れ落ちんとする温度であって是を限りに流動出liとする， 即ち流動粘は或意味の凝[司鈷

とも考へられる。又此 ーCはレ氏制度計の内接耐砧とhhのf̂J1'n;-tJl iil:を計・)ji:して iJl1J;ieが可能で';bる

-Cの漉度に於ては潤滑油はiEにレ凝固胞を形成する，而して t=-C に於ては T はヌごとなり，

F!Pち{史従って残りの恒数 ab を測定の座標準tから最小 2 剰訟により本易に求められる r~nである。

宜上上記一般式の雨迭の1'1放を採って見ると

誤差=F(a.b)=log，-logα+blog(t十C)

最小 2剰が;のt条件は l'{F(a.b)戸がliJ:小なる:rnであるから

制
一

2豆.!"i空企と一円
f)a 

F!Pち
f)l'{F(a b)}2 
一一-IFLLー=N(!oga)-bl' !ogCt+ c) -l' lor:て=0

f)1'{F(α.b)}2 
一一a7J一一一=(logα〉ZMgケ+c) -b2.'{log(t十c)r-l'{10g，!OgU-+c)}=つ

loga及 bについて解くと是れより

loga=ぞ竺!三士c)-.!J! of...!...!.. ~ g <竺三丘三l'l竺仁三{!O.dt+C'i}'
{l'tog U +りド-N l'{log ¥..t+C)}コ

b-N  Z{log T Jog ft+心}-l' log， l' log (t +め
一一一-[幻忍戸川~":"J.'-Jl'同勺 :t'è J r

此f!lR1乙N はiWJ;ie座標数である。

流動鮎の測定3， 

前wil乙於て記したね;に-Clま流lliMYiと恥しレ氏wi民主ー!内を正に油が落下せんとする時の温皮であ

る，此浪IJ;ë Iz:.於ては遡官の存Hltと表町もitとを有する ~îii~球を使川して此銅球がな激 Iz:.落下し初める混

此çl:;に問題となるのは鋼:f;J~の去閥抗又は4二倍であるが是は度を以てーCの近似自uとしたのである，

-:j.くの虫fIき計算によって此限界保1'1:に添ふ叫にした。 .llfJち t=-C の時，=oc;なる限界保YI二を羽l論的

l亡考いて見る とレ氏Wi皮去I'rjlの油の会主主による力1¥1g グインと共内壁に附着する油の内部抵抗

とがiEI'C-'j工程rHJ;;態にある時である，内壁lこ接する油の組問杭を Sとすれば比場合の7Tbの内部抵抗は

今レ氏tMl.GIについて共内接間的を計算すると第 1回よ り1¥1 gjSダインjcmZとなる，

:tv1 .，1]'= Vr'or: 

s=πDH+πdA+÷(υ+d)C [0. 

叉 V を間tJ'i.ρ。油符皮.gを主力の加速度ーとすると

従って此限界l亡於ける内部摩擦

一C、tFJ
-
d
 

一
十

一

，r
l
十、

J
一π
7

Fρ
一
+

1
一
μ
一

応

一
十
一
H
一

D
一

π
一一

T
 

市して鋼球試験に於ては油が此 !'rなる内部抵抗lこ注した時lこ球が動き初jむる拡の銅球の諮皮と

4三何を摂ぺばよいのである・是勾:を夫々ρ，及 rとすると，
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4 円

V.o
o 
g 3 7fr" ('i g 

!'r=一一一一一一一一一二ご一一一一一一一=一一寸ーで「一
πDH+πd!t-トす(D十d)C 斗πr-

r一一一 3Vρog 
一 πPi grIT百平dH二円Dτ~d) C万了

前記);in囚の;蚊1!立及球の度宿 7.65を入れて計算して見ると r=O.43 cmとなり， Fllて此官級i乙
於ては広徳 0 . 86cm 鋼球を使用したのである。而 して此限界f~ftl:I乙於けるかhの内部抵抗は 1084ダ

第 11，:3] レッドウッド制度計
内容寸法

一一 D一一ー

夫、〈プ¥.， 

本-

H 

おc
ごー一一二トh
一一一一-7f¥-

D=4.68cm. 

C =2.47cm. 

h = 1.02cm. 

H=7.45cm. 

(1 = 0.158cm. 

HC=0.85cm. 

第2間流動対試験終

T， ~~暖言l

B， s1i! 守t

D，外部容 :6[F
A， 11七試~I ~望者E

C，高m子LTti'j:Hl'
E，粍目盛

イン jcm2である。

以上の事を限定してJ;f~ 2固の如

き2JE1iW子管を使mして先づ内側
の内容物を完全に氷結せしめ然る

後之を取1+1して外管に取付け徐々

に温度を上昇せしめる落初め附近

より 1 分旬:に温度と落下 !~I ~12とを

記践した此結果を Ùà~JÆI己表して見

ると U~ 3回のお1<最初は極めて徐

々に或i限度l乙王って，むに加速され

るのである。此結果を考察すると

放仰の落下は球自身の落下にdうら

やしてitbの外壁近くが光づ球の周

囲よりも若干高温l亡述し球を包み

ながら洛下ずる，弐i亡球iこ極めて

近く融W~が起った場合lとは急速に

落憾の法i!llJで落下する，従って此

世験l亡於ては此後有・の型~即ち JHJ率 '1三{症の最小なる座標 I'C於ける温度を以て流動.'!!li としたのである。

今Tli販モビル油 2部 A.B及♂:合鮫-油C3極lとつき宵!取した結果は火去の虫fIくである。温度上昇速

度は lOcjl'である。

AB  c 

l T 〈絡調温度〉 l mLt竺~~， ) I F くら) I T く庁)fFてE二
2弘 5 I 1.0 245.2 I 1.0 273.1 I 仏7

2.5 

254.5 

255.5 

256.4 

2ラ7.3

2ラ8.1

1.5 

2.0 

3.0 

4.0 

5.5 

246.5 

247.5 

248.6 

249.7 

250.7 

3.5 

5.0 

7.0 

273.4 1
 

• l
 

273. 7 1.5 

274.0 

274.2 

274.4 

2.3 

3.6 

5.6 
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20.ラ 253.7 

25.ラ

負~ 3悶 裕子主 的 線

11 I 

11 L 

r J 
/ 

[ I 

フ γ
11 ! J 

' "'-------L---I I / 

|/ I l1_J 
I ! 

245 :<'50 25ラ 260 265 

P"く絡ー封温度〉

9.ラ

13.0 

16.5 

22.0 

27.ラ

270 

274.7 

274.9 

275.2 

275 

8.9 

13.3 

19.7 

13 

此結果を封担〔上に

組立って見るとf，f~ 3 

回の如くで何れも直

線を示す，従って此

曲線の賀験式は釘れ

もlogF=logao+ b。

logT， (α。，b。が恒

数〕此固よ りα。，b。

を犬々求めて見ると

戎の貰験式が符られ

る。

A j F=  1. 08 X 1O - ~2(lo 

1・9¥Bj F=  5.37 x 10 

-211T・88，C j F=2.82 x 10-109iT.dO而して此宜験式より曲率竿偲最小なるべき T を求むれば流動拡

が得られる。

一榔般蜘恥叫山iに叫吋岬亡吋叫d出I
匁 dF d2F 

=0であるカ=ら

.!!~ _ i1 士 F'立主主竺空三F!I三笠FうÌ =0 
dT - r川 v

又(1+F'ヨ)}は常iこjf.なるべきでるる ・.3F!I~F' - F!I/(1-トFだ) =0 で ある。

是等を計算すると

Aj F'=1.08x94xlO-22GT悶

同fj~ ， Bj 

同級，f:j 

F"=1，08x94x93x 10品川'[:12

F'!I=1.08 x 94 x 93 x 92 x 1O-226T91 

T=2570， 叉はら=-160C=-LJ、

T=24r， 又はら=ー260C=-Cn

T=2730， 又は tc=土OOC=一Cc

斯くの如く比較的合理的に -Cの値をflH?ーする事がH¥来る。此の -Cを代入すると粘度式はii正
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早草なる?J:j火双山幸!i;の形 となるから前節の一般計算式より恒数 α， b を求むる~T.が/1\来る。

4， 粘度費験式

此J!l$1亡使月jした*ii民主!は潤汗'h，bIC於て庖':k使}'IJされたレッドウッドロ1度百一!である。

先づ前記 A，B，C，3 f:iJll三就き*(j度訓JA結果は?-く去のおlくである，数回以IJ).tの平均値で賀政は 30

.....70
0C nnを測定したのである。

A B C 

2000 
1800 
1600 
1400 

A1200 

衿 1000
ヲ00
800 

700 

eOO 

500 
4ラ0
400 
350 

30J 

250 

200 

60 221 60 22C 

トラ

17 

6 82 

'，0 128 70 13ラ 7 68 

g;E 4 I@I fli 皮 曲 線
3000 

2500 

「

¥ ~ 一一寸1 

¥ ¥ 
1 

1 

L.l 
¥ 
A¥ |¥B 
q 1. 
i i 
ス
1¥¥  

¥山
1 

1 ¥ 
¥ 、1

h ¥ 
¥ 入、 k ¥ 
¥ミ

|¥ 

¥ ¥ ¥ 

¥ 
¥ 

此訓IJ定結果をN故方眼紙l亡組

立って見ると;，r~ 4固の如〈何れ

もL.J:<也tJ~1ζ一致するのである

向前節の計算によって恒披 a，b

を計算し賀験式を整理して見る

と次の如くである。

-a
内

u
m一日×一的

勾

/
1
1

1

一+

qr-

一，b
-
r
e
¥
 

一一
T
 
A
 

B:T- 327×1011 
'-(江宮下汚7-1'

c; T= -.-347 x W • ，一一 一一-
J ・ t1 .39J~ 

而して是匂;の百句会式は粘度高き

所では極めて良〈一致する併し

*"i度が次第に減少 して O.2ポイ
ズ以下となると前節l亡述ぺた様

i亡省nrlPIiが影響して来てj法大 2

74位の誤差を生歩る，併し此設

廷は全〈賀駁誤差の範悶にある

5 ， 市販モビJl-~由に重合魚油漂

加の影響

只今迄ぴ宜験l乙於て著者苛?の提出 したー股式は亦良く賀inlJ胞と一致する事を宥たのであるが，更

150 

100 

80 

25 30 4) 50 60 70 80 90 100 120 

(t+c) (OC) 



早稲田阪府化事曾報 15 

に石油系と脂肪系との混合物の宜胎式をも同様l乙取扱って計算した，即ち A，B，品fCC1日を添加1

した場合所謂混合潤滑油l亡於ける質験式r[1の a，b， cの各恒教がお1{iiJI亡密化するかを 拾討した結果

を述べ様と思ふのである。従来石油系の潤滑油l己分子量の高い脂肪油を混介すると著し〈共オイリ

ネスを改善する事が可能であるとされて居た，質験の目的も|司棋の方針を以てたづ流動型i及粘度l乞

及ぼす影響を検したのである。

最初に原料潤滑油に A を取り之IZ:前記重合魚、油 (2750C I亡力11熱重合したるもの〕 の各長を添加

充分混合したものを使IIJしたものである。前記同様落球一温度曲線の宜験式を宜iJll1f1直より計算した

る所l込 〈一致するを認めた。火 IZ:是需の貰験式より前同様の方法l亡よ って流動~Ví (-C) を求めた

結果は尖表の如くである。

A 7k. Dモピル 1111に:if(イrfi)， illl 0 )'MJnのj必守

O 

/ 
レY

/ 
〆

~A js-レメ
r 

¥ / 
:y"'" 

~B~ / 
/ 

V 

-5 

← 10 

ガき

{ ー 15
信量

議
-20 

(
0
0
〉

-25 

-30 

-35 

-40 

-45 

O 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

1il:合1出合長。.vt.ア五〉

M1ラ問 流動鮎 くー0)の餐化

重合f~.1111合最% t:t 験 式 流動貼 (-0)
一一 -

O F = 1. 03 x 10 -~~G T04 -16 

5 F= 1. 47 X 10-100 T33 -22 

10 F =2.32 X 10-215 T90 -29 

20 F=9.55xl0-!91 T80 -33 

30 F=ラ.45x 10-463 'fID3 -25 
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40 F= 1. 75x 10一回oT283 -21 

ち0 F= 1.82 x 10-433 TI80 -19 

70 F =3. 07 x 10-803 T333 -16 

100 F=2.82+¥O 1097T450 O 

此結果を固示すると~~ 5 回の如くである。即ち 15μ 前後の重合油含量 l亡於て流動思~は最低を示

し一見共融現象の如く見られる，此¥I)}ilZ::於ける含量は原料潤滑油と重合油の性質lとよって異なる事

は首然である o.兎角JI!:合油を添加すると著しく流動貼を低下する事が推定せられる。向BIて添加!し

た時も同ーの傾向を示し， 5 ~6 合量により - 3 1 0C ， 10μ の合有によって _380C にも低下する

事がlf¥来従って是l亡相惜して所前凝問問iも低下するものと推定されるのである。

次i亡是竿(ーC)の他を知ったので*~Î度の質験式を計算したのである。 *~i度の宜測値は前回と同

株数回の千均値を採ったのである。

立f合1由合長 !
% 

予

10 

';V..I 
刷&
皮。c

30 

40 

50 

60 

50 

60 

70 

11重合i出合立 |レ氏粘l支，秒 11 ~E W ~6 I~J ~~ J 

18ラ3

826 

368 20 

196 

119 

1375 

623 

307 

174 

108 

命前問中~~粘度貰験式を計算した結果は次の如くである。

5 9'~ 重合油合有;

1 0 ~;; 17 

20% 17 

50% グ

4 34x 1011 
r=----u干12)--:;-8760---

8.00 X 1011 

'1'=(t王29?-:gS:lO

1.45 X 1011 
'1'=一万干33ア.5700

1.20 X 107 

'1'=--V千19)2.67-48 

;r':l 
tω& 皮 OC

30 

40 

50 

60 

70 

60 

70 

レ氏粘皮，秒

897 

431 

242 

144 

95 

363 

222 

141 

99 

75 

市して是等混合の場合l亡於ても是舎の宜験式は最高 3%以下の賢験誤差範閏l亡於て良〈質iWJ値と

一致するのであ 250 叉是空51:混合の場合に於ては賢mf~式の恒数 a， b， cの鑓化であるが αは前記 Cと

反をすに 10%以上迄は徐々に上昇し 10"，20%の問l乙於て最高11i'lを示す，女IZ::20% 以上l亡王って
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急:激iこ一再び低下し.50% 1亡於ては重合油のそれに~(2f~ '[接近する様である。叉 b は同松 10% に

王って最高，更に多〈重合油を合有すると次第に低下するのでるる c の1ïLIは之勾:α • bのイ頃向と

は杢〈正反主11亡鑓化する事はa:~ 5固によって明らかである。市して是努;恒数の鑓化ずる事は潤滑油

分子の凝集性l亡深き意味を有するものと推定される。更に粘度指数の問題であるが 10%を添加せー

る場合 100以上となる。此事柄l亡封してはf品質般を行って他日検討し校と思ふのである。

総括

(1)潤滑油粘度一温度 ， lIt線は共油滑性と共l乙本質的に極めて重要なる立脚貼より fIli度-j毘度 ， l fJ rJí~

の宮殿式の必要なるを詮き，粘度の本質より誘導さるべき粘度一温度l出紋の理論式を組立てた。

(2)此理論式をWi度の質1JlIJ他上り計算するため必要なる流動粘(或意味の凝WII)!}j)の測定方法を

考察し，此流動黙と判;皮質測他より J~_ni己現論式 ~Ilの各恒数を計算した。

(3) IM.ocモビル油及重合魚油 l亡到し上記の寅~~~式を検討せるに上記iJ(1J定の範閣内では極めて良〈

一致する事を認めた。

(4) !ltモビル泊にM:i:合魚、油を添加!した場合も同様貰験誤差の範園内i乙於て良 〈一致するを認め，

更に各恒教の襲化ずる朕態は潤滑油分子の凝集性と一脈の閥係あるを推定した。

本質験Icn-り厚き御指導を賜りたる小林. "1本雨先生に感謝の意を表す。叉1P:合i{;油を御迭問下

された東亜オイル工業所l亡謝す。
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(N H<l)2S0<l-AI2(SO<l )3-H20系の卒衡

p
-
f

ョ
Iヨ
Eヨ 平野

く平稲田大型理工摩郡庭用化i'f!:科研究室〉

1，緒言

硫酸アルミニウム溶液lて硫酸アムモエウムをがiへるとアムモエウム明鋒を生戒し更に硫酸アムモ

=ウムを力11へた時アムモ=ウム明鋒の溶解度が極めて小さくなる事はよく知られてゐるが，とのi詳

細な数値の護去されたものがない。著者は'詩てアルミナl亡|却する研究を行ってゐる際との数値を必

要とし OOC I'i::於ける (NH.)2S04-A12(弓04~'3-H20 系の平衡の特lて (NH心βO. 側をむ[11定し更

に硫酸アムモ=ウムとアムモニウム明器のiir4'(i'1亡就いて飽和してゐる思Ilの 200，300 及び 400C I亡

於ける位置を定めた。今その結果をJrx.纏め報告する。
:2，費験方法

此の測定l亡採用した方法はi容解度の測定法としては別lζ饗った方法でもないので詳*H11亡記す必要

はないと忠はれるから以下要史fiのみを記すにJI二める。

試料を大型試験管に入れ約 4 時間舵nして千衡にj主せしめた後撹j'ド器を取はづして;;r~ 1回の如き

試料保Jrx.装置を附しi容液を取Hlした。回'11のAはソックスレー拍Jll装置に使用する固f布施紙を短か
く切ったものでBより空気を匪入して溶液を押し11'，すので

ある。 一定温度に於て平衡に注した後試料採取IC際して前

述の装置を押入するから此底で温度が幾分鑓化ずるものと

:}S'へられる。依って試料採取迄lて暫時放置し平衡の復lE13ず

るに努めた。的採取試*'1は初めの部分を少しく廃棄すると

と勿論である。試~ql土1"1'量 li'1，11亡約 20g1~ り常温となる

を作って秤量し水で稀侍して A1203.S03. NHR~~';を常法に

よって分析した。

温度 OOCの場合は!i'jt，氷中l亡て行ひ， 200， 300， 400Cの

;場介!土，土O.050Cの精度を有する恒温怖を使mした。
3，費験 結果

J-，記の如き方法lとよりたづ ooC 1ζ於ける平衡を測定し

た。その結果 1'Ì2f~ 1表及び;;rn回の如くで硫酸アムモ=ウ
ム溶液r!1/乙於てアムモニウム明器の溶解度が極めて小さい

事がわかる。 tí~ 1囚'1:1のAI'I硫酸アムモ=ウムのi創作度，

Cはアムモニウム明型車の溶解度であり， Bはとの雨者l亡就

いて飽和せる貼でbる。函J 1 第
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1f~ 1表 OOC Iこ於ける

(NH4)~S04-Al~ (円04:}3-H ~O 系の平衡

飽和 iiF~伐組成〈霊長百分率〉

(MJ4)~804 Al~(S04)3 

41.50 '}{， O aパ0ノ

41.42 0.032 

35.20 O. 130 

24.8e 0.201 

15.61 0.254 

10.07 0.323 

5.42 0.411 

3.29 0.463 

1.68 1.07 

0.987 1.52 

0.595 2.23 

H.O 

M
J
 叩

(NH"¥:tSOIj. 
Äi~(50，\(N同\印、 V+H./.O

(NH4)~S04 Al~( S().，>{NH4)~Sつ;24H~0

i:J1 2 r81 Al~CSO.l)3-(NH心子，O.，-H，O 系の平衡問

、、
日。0

58.14 % 

58.50 

64.97 

7"'.94 

84. 16 

89.61 

94. ¥7 

<;.6.2ラ

97.3ラ

97.49 

97.27 

50% 

Aι(50・1三

A12く804)3

O"C以 tのjE安l亡於ける平衡を知る11.1乙川口iなiJtlJ之をするととを省mi-して硫致アムモ=ウム及び
アムモエウム!円探?っi容緯度は文載による1il立を利ilJし硫膿アムモニウムアムモニウムnJj鋒N1者の飽

和田。みに就いて 20"，300，及び、 4ClOC に於てiJ!lJ)tを行った。之需を!fi2-3 去及び~U~ 2岡r!:11C.

示Lた。
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GCO 

200 

3GO 

400 

立~ 2表 硫酸アムモニウム及びアムモニウム明器の溶解度

¥. (N 8:4)2804飽和i符液組成 2. N8:4-Aluill飽和熔j夜組成

『

(N8:4)~S04 E‘O (N8:4う~S04 AI2(S04)3 

4¥.35 ;>;:; 58.65 ;>;:; 0.7¥2 ;>{， 1.84 ;>;:; 

42.e5 57. ¥5 1.73 4.48 

43. 7ラ 56.25 2.3¥ 5.99 

44. 7 ち5.3 3.07 7.94 

¥. Seicl()l1; f'，olubilitius of inorg・fmclorg. COill}.ds. 1923， Yol. II， 1049 

2. Lanclolt-Bernstuin: J>hys. Ch;m. '[[¥b.， 669 ， 5 Aufl. 

『‘、

8:00 

97.45μ 

93.79 

91.70 

88.ち9

却 3表 硫酸アムモニウム F アムモ=ウム明勢同佐手11唱l，v!ll;;L杭果

温皮 飽和 i存百五五ft 成(1fr.立J~)

/ 

くNff4)，804 AI2(804)3 H.，O 

000 41.42 0.082 58.50 

20 42. 72 0.359 56.92 

30 43.30 0.654 56.05 

40 44.08 1. 37 54.5ラ

4，総 括

1， ooC，亡於ける (NH4)2S0.-AJ2(SO.)3-H20系の平衡の (NH.)兵O. 側の測定を行ったc-c.

2， 00，200，300及び、 400C に於ける(ド日心正O.及び NH4-Alum の雨者l亡就いて飽和して

ゐる軌を決定した。
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モビール油に閲する研究 (第 2報)

酸性白土に依る康モビール油の再製賓験(1)

庄司真治 ・山口 恒太

〈東京市役所技術試ぬ所〉

緒 =ー百

誌に著者等(本誌，昭 12，14， 16)は由々の自動車走行試験に依って得たる肢モビールilhの，r?&It

K就いて報告したり。とれを線措して述ぶれば一般に腔モピールllsは比重，名!i度，引火唱liの低下並

び l乙残留炭素分，次分，自党f~'lの増大 IZ::より悲しくその訂l f1は劣化し市して此等の1111fZ劣化の原因

は主と して燃料として用ひたるガソ リンの混入及びithの酸化， 3ft:合，分解等1亡因るものと推察した

o
 

h
H
Y
 

著者等はかくの如 く品質劣化せる底モビール油を再製せんとし底力hを加熱し低沸唱'iitb分を除去し

たる油並びlと底油を民主蒸潤しi官出せる]1i:fI油分l乙酸性向土を添加lしてそれ勾;の性J伏鑓化を観察し

たり。

費験の部

酸性白土の石油股色作fljl亡関しては古く小林久千博士に依って:Wl究せられ，引き続き同|事土・並ぴ

l亡1[1本研一氏，石川平じ氏等(本誌昭 5，No.12， 5; *i;:.，;， n召5，1'¥0. 13， 5 j本ljiι 昭 5，No 
13， 7;工業化型，雑誌， 11百5，33， 1245; 1250; 1258)及び V.A.K品lichevsky& J. w. Rョmsay雨

氏(Ind.Eng. Chem， 1933， 25， 941) Iこ依り詳細に研究せられたれ

亦，上野誠一氏(工業化製雑誌。大 9，23， 1028)及び猪木義虎氏(工業化・製雑誌， 大 10，24 

115)は油!市中の酸化酸遊iむftJ旨肪酸lこ針し酸性白土は選時的吸着力のあるを指摘し，最近山田貞吉氏

(昭和 12年工業化型合;{i40 ~ド合講演)は蹴油の酸化生成物中の酸額l亡針し選搾的吸着能力のまう

るを指摘したり。

上記の主nき酸性白土のilhの劣化成分l乙到する法律的吸若作用を利月jし股潤滑油の再製が一般に行

はれてゐる。査し操作がNS，内引として安(1"[1こその同的を注し作るが ，!~めなり。されど股モビ戸ル油の

如く多量の軽質油分を混合し著しく物理的性質の低下せるithを白土庇理lこ依り再製せんとする場合

は白土底r~'!l前 IZ::!陸質油分を除去し物理的性質を向上せしむる必要がある。著者匂;~土器情 tz:: 11ç:り !1~質

油分を除去したる肢モビールを酸性白土lとてf，!iD:mせる;場合，来して油のI5111Tは如何なる程度l亡改良

せらるるや否やを知らんとしたり。

本質1敢に供したる資料モビール油は東京市境絡iこ依る;{nf主モビール油にして，該油を4式市経理

課自動車車庫l乙依頼しフォード8気高自動車の油開l乙充114し約 1000哩を走行した後保]臥せるもの

なり。 U~ 1表にその品質を示す。
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第 1去 原油及び底油の l品質

fjj'( iLh 底油

J.t ~ncI50/400) 0.942 0.921 

f/i 皮くRe(lw∞d)

1245 287 

5000 312 112 

IOCOO 50 41 

引火烈iCOO) 201 56 

淡町|鮎(00) -11 

蒸発減量(%) 0.63 -'.16 

残留炭素(;?の 0.11 0.60 

2正 分(%) 0.01 0.11 

!酸俄
0.013 0.040 

会酸f質 O. 169 0.246 

沃素{同 23.9 19.6 

車命イtfll'( 0.0 1.8 

但し表 rl~ の北東は比Æi\ 1 を fUひて測定し蒸殻減量は也探 5.5cm 深さ 3.5cmの硝了-皿に試料約

30gを採取し 1500C の恒泣乾燥砕内にて 3時間加熱したる後その減量を求めたり。沃索前の測定

はウイス法に擦り試~:"l採JI記長は約 2.5g，沃素吸牧時間は 30分にしてIJ[1JJt時の温度は 200C前後

なり。般化的は試料約 Sg，を M規定泊.精性力/l rn と ベ ンゾ ー ルの~F容混合液IC溶解し 30 分間)JIl熱し

たる後死規定鞭酸ICて泌j定して求めたり。その他の試験は総て日本標準規絡にて指定せる装置及び

設作方法IC操って施行し，底油の酸f1'[，全般侃，沃来的，齢化問苛:の化事的試験に於いてはねに試

料を強過して川ひたり。

tf~ 1去に示せる虫fIく腔油は原油l乙比し比Jn，粘度，引火現ilを若ーしく低下し2主張減量は悲しく明大
し践油rllI乙極めて多量の!IITf質油分の混在せるを示したり。

駿油の 200 0 C 迄の恭滑試験結果を江~ 2表l亡示す。

a~ 2去駿モビール71hの 2000C迄の蒸溜試験結果

〈試料 1000c.c) 

i留ll:liEtI変く。0) IftUl:I:fit(O.O) 

80-100 6.6 

100-12う 4.0 

125-150 8.3 

150-175 25.6 

175-200 65.3 
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溜出量の約 50%(容量)を占め比重は通常のガソリンに比し若:しく大である。とれはモピール油'1'

I C混入せるガソリン及びモピー ル油の熱分解l乙より生成せる~~í1油の比較的低igll主b部分が内燃機関

内のi高熱lζ囚り蒸設し去り比較的高iiJll鮎部分のみ残切せる結果lζ因るものと推察せらる。

溜/1¥油及び残注油の!日;質を拾するにtin去の主nし。但し残i査油は白星過したる後供試したり。

第 3表出 /1¥油及び残透油の品質

im出 ilb
比 1Tt(150/ 40C) 

紡皮 (Redw∞の

0.802 

(30C 
500C 

1000C 

引火貼く。C)

凝田勲 (OC)

蒸溌減量(%)

残留茨素(%)

茨分(%)

i酸 f賀

1全般 1質

沃素{買

齢化{質

2.083 

2.240 

23.5 

1.8 

残 i在irtl

0.935 

730 

212 

46 

152 

1.58 

0.61 

0.01 

0.0.36 

0.116 

24.0 

1.5 

上表を見るにyffltll油の沃素1百，鹸化問は残佳lraのそれと殆んど異ならざるも，酸f買，杢酸11'1は著

しく 犬なる 1n立を示し残澄泊の酸慣杢酸慣は減少したりは.~ 1表陵油の酸慣参mo。 即ち酸化酸は比
較的低i効活Ii部分lと多く存在し1恒質油分を除去するととにより酸化酸は或る税度ーまで除去し得るとと

を示すものなり。

かくして腔質油分を除去したるかhを前'1'1:白土(酸性白土を臨酸l乙て前性化せるもの。 111本研一氏

創製)，亡て底理しその色度並び、に化事的性質の鐙化を視察したり。

先十白土添加量と泊の性質との閥係、を第4表l亡示す。白土添加lの操作は白ニl二を7象め 1.200Cの恒

温乾燥器中l亡て 1時間加熱乾燥し 1500Cの淑度lて保てるたhl亡力nへ撹件器l乙て 30分間撹件したる

後 1聾夜静置し白土及び黒色同形物を沈積せしめ， 卜.居の7fbを強過したり。

2f~ 4表白土?尽力n:量と油の'1'1，質

， 、
白こI:r.f.i加E 色皮 再建 {質 会政1!'l 沃素{買 齢化償

(Wt. %) (Tng-恥 binsonNo・〉

O 宅4リ; 0.036 0.116 24.0 1.5 

10 I ~ 0.022 0.069 24.3 1.5 
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0.011 

0.011 

0.040 

0.033 

23.1 

19.1 

1.5 

1.3 

。1LO'i. rltの色史'1ま試料が悩めて股色なるため徐容の町設油lとて帰陣して測定し色度の鑓fヒの度合
を l列 fï~: にしたり。

上去を翻るに白土添加1量と共IC色度によって示されたる i耽色度は増大し酸出，全酸師は減少せる

も沃素W，鹸化問はM写経化せす=。 30%の白土を添加せ'る油の沃素!日は幾分ノj、なる自立を示せど も

とれを以って白土の吸若作川l主云々し仰ない。元*¥Vih氏法にf:icる酪iEbの沃素fl"[Iま不;どのf"立を}f-

すものにして Francis氏(Ind.Eng. Chem.， 1926，18，821)及びFrederickS. R1Con氏(ind.Eng. 

Chem.， 1928，20，970)等は Mc-Ilhiney氏 0.Am. Chem. 80c.， 1899，21， 1085)の Bromide-Br-

oma句 法を推翠せるも E.E. Casimin &. 1...1. Dimitim剛氏 (Pet.Z';it.， 1935，3引1， r-凶J仕r.34， 1り)及ぴ

A. N. Sa北kha司n∞1ωOy.，リ， R. A. Ve釘r‘礼l巾by戸晶antz& A. 1'. Meおsh

Br叩om凶n凶;d白I恥e-Broml抗te 法をも邸蹴i油の不飽手和和!日11度l主Eを示す民のj凡~J;皮皮江E. とはなり期難h しと云ふ。かくの如く蹴油の沃

諮問及び臭素[賀l乙闘する数多のた人の教唆及び油!J旨r:11の不飽和物l乙到し白土は何等の股若作月jなし

とせる岩本義虎氏 (工業化皐矧{誌大 10，2~ ， 11 5) の引先勾:を念頭 IC於いてU~ 4表の結果を再捻討

するに白土は磁油<11の不飽和物に到 しでは吸首作川なしと推断する方が受賞であらう。

白土添加l量と油の色度全般ff'lとの帥j係を!Æ~ 1 囚及び2f~ 2囚に示す。

:;7CI乙種々の油温にて白土を添加して得たる油の色度及び‘酸fl'1，全酸的を比較観察したり o ;{~ 5表

lとその結果を示す。但し白ニl二添加量はMれも 20%に して白土の)JII熱温度及びカ/1熱時間は前回と同

様な り。

U~ 5表 白土添)JII時i乙於ける油i且と油の性質との閲係

ilo iXJ. (00) 色皮 放{政 会酸倶

(Tag-Robinson Ko.) 

90 1 ;~ 0.012 0.032 

120 1 ~:} 0.014 0.026 

150 l Ji O.Cll 0.040 

180 1}f 0.013 0.049 

但 し去 q l の色度は前回と川じく 43;容の1~(設i由 l乙て柿f~~~ して以IJ;tせるものでbる。白土添加l時 IC於

ける油i且と油の色度及び全般的との悦j係を江n回第4固に示す。白土添)Jllr時l乙於ける油温は高 くな
るに従って油の肱色LEは良好になるも徐りにもrl五ilM.!1.tI乙て底羽!せる場合は反って不良ICして，酸限，

全般的も同織のftfi日j，bるもの L主11し。
;jCi乙若::(f~rは腹itb を Hg 10仇 m の民主度にて蒸慨し 200-30JOCの溜iJliぬ(上七宝 0，936)I亡白

土を添加l しそのflj!t~ 11聞記さしたり。とれを2f~ 6 去に示す。但し表 rl~ の白土虚理せるものと b るは白

土 20%(重量)を前民服?と同様に加熱!吃煤'し 1200Cの温度に保てる油l亡添加!し 30分間使wした
る後泌過せるものなれ
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ffi6表畏空恭溜法に依る 200-3000Cの溜出油の性質

〈反空皮 Hg10m.m.) 

，...ーー一国M・E・-

色皮 酸イ民 よら酸{質 沃素i買

(Tf¥?;-Robinson No.) 

13土虎，'IIせざる もの 9}:i. 0.023 0.120 23.0 

l主τH注目Eせる もの 11}:i. 0.000 0.025 

!反 泊 9~ 0.013 0.169 23.9 

去 ft1 の色度は前回と同様に等容の七li殻九111亡て稀禅さるもの~1"立なり。

3 第一闘
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行ひつつある o ;;5(*誌にその詳細を述べる設定である。

線括

1. Jfffモピール油を再製せんとし， ~寝泊を .Wi t ;:加熱 して軽質油分を除去したる油，並びに駿油を民

~蒸溜 し i溜11'，せる 亙'Bt油分l亡酸性白土を添加して共をかの性!U~鑓化を観察 したり。

2， 民主恭府法l亡依って得たる油l亡白土を添加せる場合lζ良好なる結果を得たり。

3， m:tl:白土は磁油の劣化成分中の酸類民主Jしては選搾的吸着能のあるを認めたるも可鹸物及び不

飽和物l乙封しては吸着能力なき もの L虫fJし。

くm記本質験の一部は古川登氏の御助)Jに依るものなり。同氏に到しこ Lに深謝の意を表す〉
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〔講義)

本邦に於ける人這石油工業

林 久 2F 

1，緒言 石油は現代11:於て産業の護連，図防の完全に主大の閥係、を有する事は此底lこ詳記する

を要せないであらう，市して天然高ー石油(原油)資源に閲して図によって甚だしく相遣する，即ち

咋 1936:lr全世界原油の産IB量は 24，087寓践と推定されて居るが此内合衆国は 14，577寓民主を，
露西亜は 2，594高直と計上されて居る， Tìíj 7['は杢産11\霊:の 605 % で2f~ 1位，後者は1O.7'}五で第

二位である，他の諸図は活か少量しか産せない。石油の戦時l乙於ける重要性は岐に欧問、!大戦乱の際

各国共lこ痛感せる底である，共結果イラック油 ITI を繰って~f1IlTif~図は紛争を生じた。前年。I太利ヱ

チオピア I l日戦も亦ーは石油問題にありと云はれて居る。今日は欧洲大戦常時 11:比し~::~京の進歩著し

く石油の要求ー居激烈!となった，特に近時暗雲低迷fl1J ß判r~Yf[U'f7J設するやも計られざる情勢にあって

米践を除き各図共lこ如何にして石油を得んかと云ふに苦心しつ Lある。元来油日lから磐井によって

石油を汲み取る ~Jtは最も経済的である。然しながら油田の獲得は付l々容易で、ない，叉白閣内の油田

開設も待望せられない因が多い，此底lこ於てか 1npf.lJ'iから英濁lこ於て人浩石油或は合成石油を本

格的l亡大規模に工業化ずる様lこなった，英国の虫nきは自治備の毘油は杢世界産Hl量 20%を占め居

るにも係らすτ之れが工業化を百砲しつ Lある，まし各国"}I":I亡陸|防J二の見地から採算を度外脱して一

定政府の拍lI)Jによって人法石油工業を興起せんと努力しつ Lあるのである。

2，人遁石油の名稿と種別 荘、はす=っと以前から酸性白二!ニについて研究して居った，魚油や植物油

に酸性白土を混合し之を乾溜すると天産石油と金〈同一なる ものに鑓化する，之を蒸溜清洗すれば

揮琵j油.舵f由，!I豆油及JIi:油を製11¥する事がIJ!，来る事を夜見した，大正 IO(，j三 1926年三之を報告した，

同時に又石油成因設をも殻表した。官時は魚油の{百絡は低廉で之lこ反して石油の(fi絡は高債であっ

た，此貰験成績を基礎として工業化を目論見んだのである，最初在、の下落合の試験所で内容6石の

乾i官釜で竿工業的買E訟を施し共結果工場を今の荒川F~~尾久 lこ建設し人法石油製法工場と稿した。 然

し工場建設中i亡大戦格了，後原料ff.titbf買絡は 2-311}に騰貴し之 11:反してガソ リ ンは ~5位に低落し

到底探算の取れぬ底から事業を中止するのJI二むなきに玉った。一方日本石油合j仕でも新潟県革、柏崎製

油所に於て鰯油を原料とし高座分解法 (エングラ {氏の貰験せる所・)を工業的lζ質施し部設油，舵

油守;を製111して之を販賀した。同枇*111政吉氏のIfJr¥lとなるものでるる。是亦共後休止された，エ

ングラー氏の賀肢は主として石油成囚設を説明するにるった，要する 11:斯る人iit石油の製造を工業

的l亡賞摘し製品を市場11:111すに支った事は蓋し我困がl防タとであると思はれる。予が人治石油製法を

設去するを契機とし一本邦に於ては数多の製法が提111，せられる様lとなった，又似jl図ではアルフォンマ

イヱ氏がi濁媒使11)1乙よる気相分解法で杭物油から行油を製浩する方法を殻表したが是亦 1926年で
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あった。然し工業化されるに至らなかったのである。石炭 ・禍決11:富む英 ・溺IC於ては石油の原料

を石炭 ・ 柄茨~I亡向けたのである，仰のパタ ー ル氏，濁のベルギウス氏・フイツシヤ ー氏等は石炭又

はlJd1ガスを原料として在験l乙浸頭し百験室内l乙於ては成功するに至った，而して是等の石油ICは「

石茨よりの油J (Oil from coal)又は合成石油(弓ynthe5izeoiり或は特殊の陥'il日l名を附した。我

図の如き人浩石油 (Artificialpe~rolcllm) なる名隔は今日でも使用して居らない。

今日我図では石茨lfti町ti官よりの製fl1たる人浩ifi:油も既に数百庖iH場l乙現はれ本年8月よりは更

に石決液化油も亦市販されんとしつ Lある，政府に於ても名稲を統一するの必要がまうる，従来の人

法石油又は合成石油を綿情してー列に「人ilt石油Jと招ずるに至った「人法石油製造法案Jも議合

に提出されるに至った，此名隔は賀Ilj上極めて便利であると思ふ3 ベンゾール ・メタノ {ル・酒精

は所謂代flh夜臨燃料油と稿すべきである，是守;も今日合成法で製造される， :2:空手代用燃料に関して

は此虚では一切設明を省略する，従って予の石油分類去は下記の如くである。

石油(

r(1)目出
天然石油(
l (2)天然ガスよりの石油

((1) I'l岩油

人浩石油{(3)石茨低温乾溜よりの石油

(4)石茨液化油

(5)合成石油 (フ イツシヤ戸氏の如き)

今日工業化されて居るは (1)(3) (4) (りであるが是句:と!J1jtも何れも 2......，3年前から漸く工業

化されるに王ったのである。

3，人法石油工業。現況 (イ)頁岩i由工業 油頁岩 (oilshale)を乾岬して石油を取るのである。

油r1告とは粘土が成腎した岩石で「ケログンJを合有する， 1J干し石油自胞を合有して民ると云ふ諜

ではない，今日頁岩ìLÙI~&がa丘砲さ ~'Lmるは蘇格闘と満洲!無11闘の二ケ所である，前者の油頁思ーは良

質で之を乾溜すると平均8ヲ五位の石iihが取れるがj無11闘のものは 5%の石油が取れる，今日の担減量

は， 541:意志である批順次を咋踊するに岱って油TIA'1ーは自らmるのである，而して乾洞浅搾は之を坑
内空間充頃材として利IIjされる。渦域合此の撫I1回目岩油工場は昭和 5年 4月竣r)Jし常初は 50庖:嘘

80 1左， 1日底翌日量 4，000Jt主あった，今日は 150庖嘘もIH来 l日 8，000]j主虚理の規肢となった，

乾溜11U:土分溜して時間1111同様の精製法を抽し夫々!1f1I・m各油に別つ，重油rltl乙は石蝋を合有す，合
蝋m油分は之を 11 1 口服、fi~\l 11 にある日本民地i株式合祉にj去り此庖にて精製石蝋とする，京油は海軍艦

船月HJ:i:油とする。工陀!土手くに表示するが虫fIくでbると推定する。

上記の如く作業完"l::lc;lliべぽーケ:ij三作業日数 300日として 240再建の油頁宥原料より 10寓庖

( 5 ?-6 'ì の有油 (ガソリン 2r~~庖， :'Eirh 8 高感 } 外 l亡硫安，石域，コークス ~F も取れるのであ

る。

(ロ1 石器眠温乾溜工業 欧引IJçl悦 rt1ð昂;畠!ま除外豆油 l亡快乏を来し'~í峰の策として白固に型宮 lこ

E主‘ずる陥裂を低温乾溜lζ附 して所沼低温タールを牧め之を重油i乙一部i昆用したのが此低温乾i官工業
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iti 1表頁岩泊高1t 製工程表

面ョ

の初まりでZうろうと思はれる。製織川コ {クスを製造するコ ークス工業は石茨を 10000C以上に乾

溜するのである，都市ガスを製造するガス工業は石決を 9000C内外l亡乾溜するので乾溜残i宰は即

ちガスコ ーク スである，低温タ ールを製造する斯工業にありでは石茨を 600-8000C，亡乾溜するの

で乾溜残停はコ{ライトである，勿論上記 3者は夫々の目的l亡到して遁営の石茨と誼首の燈を使ITl

するのである。

石決低温乾溜l亡於て最適の原料を撰び泊首の;嘘によって乾制する場合lこも質際はf民地タ ールの得

量は原料茨の 10%以下である， コー ライトは 60-70% である p 低温タ ール中には中性油(石油〕

を含有して居る，叉酸性油， ~亙基性物質 も合有して居る，後者を洗維によって除去し中性油分のみ

を洗漉して石油製品とするのである，コー ライト(~三成骸決、) V土家庭月j燃料叉は煉茨原料l亡供する

のであるが近来は7k'I士ガス殻生別にも供す。低温乾i留によって符られる製品の得量は原料其他乾i滑

装置及乾溜探業によって大に相違がまうるが大間我園長陸によって調査をされて居る所を見ると原京

(f~7k決)，て到する生成物得量は牛成コークス 65-80%低温タ ール 10--20%， ガス却費油 0.3-

3 0%，低温ガス 5-10%，ガス液 3-5% である。工程は失l亡表示するが如くであると推定する。，

低温タールを原料として高睦水素添加を行ふ時は石油がJliれるのである。

我園に於て此工業に従事して居る合祉を奉ぐる と弐の如 くである。

第 2表石炭低温乾滑工業

合 iItl: 場 援 置 |目標年石地理意|年産低温ターノレ |

貝烏化拳工業 !大

朝 鮮石炭 工業| 永

阪|下村式

安| 朝 蟹式

10，000活

200，000 " 

900巡

1 5 ， 0~0 " 
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内幌炭鎖鍛治 1 ni緋大内 l悦 | ノレノι ギ式

n 本製織 :!t11手並輪 i国 I IDJ怖 紫式

100，000 " 

100，000 " 

8，000 " 

8，000 " 

日鮮 工数 |自白

日本 燃 料工業 lff J~ 
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大

大
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平日
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二1:桂表は弐iと;示す虫nくであると推定する。

~ 3表 石炭低tmlt溜及f氏11.1ターノL粉製工程表

回目 匡宣J 1量三ヨ

コ{ライ トの 171日!土ピッチと混じて煉炭を製す，又コー ライ トを原料とLて水性ガスを製し合成

メタノ ール或は高級アルコール類を製す， メタノ{ルとアンモニアを作月jさせてウ ロトロピンを製

す又メタノ ールからフォルマ リンを製し，フォルマ リン及び低級酸性油よりベークライ ト共他の人

浩樹脂を製す。

朝鮮石;炭工業合祉は朝鮮窒素肥料合祉の分系である，昭和 7!J下4月l亡資本金2:0寓回|で此工業を

開始したのである，工場は成鏡北辺永安でEJ{料茨は極j同，古ナ1・1，阿吾地底初盆式;蹴l亡改築し昭和

1Hf.lとは年 12lt&J.sを底却して居るが日棋は 1日600J.s};)& :flH (，ド 20;町庖である，低温タ ール 15，000

1芭牧f与すとある，即ち平均 7.5% の牧率である， 低i~t ター )1- より石蝋を~HP'し又共亜細!は水素添

加を行ってガソ リン舵油とする， コーラ イトは71<'1:11.:ガス原料とする， 71<'1主ガスより合成メタノ {ル

を叉メタ ノールよりフォルマ リンを製浩し更lCJt他の化製薬品を製1P，して居る。

内腕~Plt&~:t道合此は三菱1îJJf~~*枇の分系である，工場ーは前倖太の内幌で咋昭和 11 年製逝開始各

製品は三菱商事合制:の乎を経て市場i亡川たガソリン， ::rI蝋， コー ライ ト，人浩1ftiiiJ守;でbる， 1ヶ

年石炭庖迎!量 10;阿Jsであるが将来は 30寓思 l亡蛾張の7象定との:;:î~である 。

日本!}g蹴合枇1iu江西工場はl1[{fll9 1，1'. 10月工事若手， fI'I・(，1三製造ーIlNfrfi，設備究 90町田j， 100庖;嘘 4

法 1 ヶ年石炭庖J]l琵:10 前J.ßfJ:.~ifflt タールの作率 8 ~~ コーライト の得率 70% との~.r.:でるる， EI鮮工

栄合祉の工場は朝鮮詑11虎にある，大和式;嘘31tlζて 1日100庖虚現， r=1 下建設r:!~と聞く。日本燃料

工業合J祉は工場を岩見揮に設け日間，1涜業同様大手11式地建設計ー査中との事である，此他満鍛，日産， 朝
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鮮油脂容の合祉も亦斯業を開始するとの事である。

我政府は斯業保護のため低温タ ー ル生保 1 感 l亡N し 10 回|のt~lJlJJ金を交Hずるのである。斯業 l亡

関する即1，4や，櫨式l亡闘し記すべき事るれど此r，iHcは省略する。

(ハ) 石茨液化工業 1925主f'-濁也ベルギウス氏 (Bergius)は工業的規模l亡於て石炭を耐座反肱管

l亡取りが11ITs100気匪，加熱温度 4600C ÎJ外K於て水素添加する事により石茨を直接タール[NkitfJ1亡

鑓化する事を報告した，共後研究進み今日濁のI.G. 法として英及活~IC於て大規模 lヒ工業化される

に至った，此高座水素添加l法は濁り石茨のみなら -J':.低温タ ー ル或は耳i:油一等民主J しでも盛ん ICff~m さ

れるに至った。

I. G. il:;の作業は石茨を粉末とし次分を小l亡し低温タ ールをそか量:混和し反肱維IC改め水素を吹入

ずるのである，反舷継には餓，モ リブデン:=.ツケル舎の畑媒を克明す，座力約 200，.....，300%¥腿，加熱

温度 400，.....，4500C前後である，結局l亡於けるガソ リン牧f'J.主は石炭の4分の一位l亡相訪す。石茨液

化法lて於ける製lfllのl枚得量は次の如くであると稿せられて居る，民〔料は石茨 100と7]¥一芸 20からで

ある。茨化水素ヵース 13，7k素 14，共イ也2合計ガス 29，水 14jj佐賀油 17，重質油 24;ピッチ 20j

合計 61，次分 7，共他合計 16，総計ー120である。叉英図 1.C. 1. (Imy;erial Chemical Industry) 

合祉の液化工程表は大臨尖の如くと推定さる。

i:t4荻 石 d(il主化工程表
「
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人
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水素回収幾置へ

本邦l乞於ける石炭液化工場又は低温タ ール底理工場を恕ぐれば*の如くである。
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賞n~史 本邦石炭液化及低rS3.♂ -1!-液化工業

合 市上 工場所在地 I ]i;'( 料 式 原地腕 |年度ガソリシ

I行 i前洲鍛主主 撫 1阪 怖 がf 海軍法 8間 ! 2 ~高経
i的i州tdl化工業 四卒街 低温ター 11-- I m 井式 13，500巡

朝鮮石炭工業 阿有也 衿~~ 海軍法 15 l高越 5 7J~王室

匂三 r~ll ~ 5転 弓三 書f， 宇部 1史学筆法 ! 5蕊越

一 一一 一一一一

市i繭洲域活合祉は資金 1，400;時四を投じ第 1 1珂~l主:として年産カ、ソリン 2 寓陸生産の7家主tである

明!昭和 13::iド6月愈製治開始の事となって居る，海軍法は徳IIJ1て於ける我海軍燃料廠が大正 10::if. 

以来今日迄研究の結果完成せる方法でま〉る。昭和 3(，FJlI本条太郎氏総裁時代l亡牛工業的試験に若手

し昭和 9 年漸く成功したのである，昭和18 年 lては溺逸より小型の液化装置をJf~i}\ し布告餓中央試験所

にて質験し是亦成功したので愈此底lと工場が建設される事となったのである， 5ヶ年号!霊で昭和14

~f-には 70 寓庖底却により人浩石油 1 5 寓砲を生!宥する議定 l亡て資金 5 ， 000 寓I氏1，市して結局は人

浩石油 30寓庖を生産目摂とすと云・ふ。

満洲油化工業合nU:1土浦洲図政府と満蛾合祉との共同11¥資で 250;高凶，西安当:をE;〔料と して低温タ

ー ルをl枚め之を~j~7k素添加1 してガソ リン を得るのである，第一朋計 ítH玄人珪石油 1 3 ， 200 ~，第

二期計畳-は同 19，800砲との事である。

朝鮮石茨工業合;j[止は前記低温乾i留と1jl'立して添化事業を行ふのである， 1，000;高闘の資金で工場

建設中であったが，本年8月l亡は竣功し;製法開始との事である I 2Æ~-1臨一| 霊は禍茨 15 湾施から人

造石油 5寓庖生産の設定将来は 30I問責主生産を目標とすと。

宇部室素株式合祉は日本鼓動機泊株式合祉と資本系を同じふし，石茨低温乾溜によって低温ター

ルをl枚め， クレオソ ート・クレゾール234を分牧し人浩重油を既に製/1'，し居る，将来は1p.対lを防けilと

して入浩ガソ リン製11¥1乞従事するfilID:である。

石茨液化法lと閲しでは海軍法の他各所lて数多の方法研究されつ Lある，東京工業試験所，却化与さ

研究所舎がある，早LlJ石油合祉は低温タ{ル叉は高温タールを昭和肥料合枇より買受け 日本鋼管台

枇より水素を得て高座水素添加lによって人法石油を製せんと計重しつ Lある。

今日石茨液化法による人法石油は未だ市場には一滴も現れては居らないが将来各枇の計jH:完了せ

ば年毘 50寓庖の人治石油は得られる事とならう。

(=) 石器間接漉化法 (フイツシヤー涜〕 フイツシヤー氏は昭和元年 (1926~y.) 初めて71\.'11:カや

スを民{料と し偶媒を使用して常盤の下l亡石油を合成し得る事を稜表せるが今日 l亡至り漸く之れが工

業化される様になったのである， 7K性ガスはコーク スと水蒸気を原料とする，此のコークスl土石茨

から得られるのであるから結局フイツシヤー法は石炭nnt~液化法である，溺遁l亡於けるフイツシヤ

ー氏の午工業的試験工場では一日 人逃石油 3-4 聴生産の規模で反肱管 10 仰をも~月1ずるのである

(イ)ガスの股硫(ロ)偶煤の摂探〈ハ)反lE温度調節の三思liに成功したのである，現l乙ガソール，コガ

シン 1披及2披並lて石蝋笥;を製/1¥して居る，一酸化炭素1容，水素2容の混合ガス 1立方米から人
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ぜ;石法 110 瓦の割合 l亡採れるとの事でるる，~逸では門下大規模の 4 工場を建設rt l と の事である 。

次 l亡フイツシヤー法の推定工程去を柄ぐ。

第 6表 7 イツシヤ ー法工程表

|水性かス|

コンバーター

最近三井蹴山及び三ヲj"!f7JJm合祉は合同IH資で濁逸フイツシヤー法の紅施慌を得た，三池波を原料
として7.kttガスを製し之に叉水素を祁lひフイツシヤー法を工業化するのである，工場を犬王手岡市Iと
建設lいである，第一期資本金 2，000;段加j{ドl主人匙石油 3.5間延，第二mJ安本金5，000;前回l終局I亡

於て年産 10寓起をH棋として居るとの事である，将来は減刑Il:工場を担設し新町ー炭叉は北支山間

決を原料とする計歪-とも聞く。

濁逸l亡於てはフイツシヤー・ トロプッシユままによるカeソリン 1ガロン生産費は 1回I(18--21fJlJ) 

l亡古ると，日下イ~I林市のï!'imは 1 ガロン 1. 85闘であると云-ふ。

フイツシヤー法と石決直接液化法とイIIJれを撰ぶべきやは一蹴Il:論歩る事はHI来ない，但しフイツ

シヤー訟装置建設費は年EF泊 1寓庖lて到し330寓国を要し，布決直接il主化11';は 770前回lを要すと云

はれて居る。 1.G. ベルギウス法では合成都設油 l聴を生産するに 2感の石炭と 2，000立方米の

水素ガスを要すと，又フイツシヤー・トロ プッシユ法では 4Jsのコーク スから 1廷の主[1殻油を生産ー

すと。

(ホ) 高塵溶剤j抽出法 去には記入せなかったが昨年9月lて斯法が猫逸l亡質地せられて居るとの

報告がある，之れはt[1殻分に官む亜炭，柄炭を微粉茨としアンスラセン油又はテ トラリン油を溶剤j

としiiij.JJi.l&継lて入れ石炭ガスを作用させるので 350気E廷で加熱は 300--4000C，連続的l亡作業する，

ユーデ工場(Ulde)はアンスラセン油を使mするが此の工場は目下建設中との事である， (，1ミ!キ油は
3 高感を目標とすと，亙決C1IT~水物) Il:封し80--88%のi歴青物が符られそれからガソ リンは14ガ

採れ，大部分はヂイ ーゼルのに供する事が川来るとの事である，之23:の方法l亡闘しでも研究の必要
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カ1あると思ふ0

4，人謹石油製法 今日の庇人jjt石油製誌としては石茨低i，~'l乾溜 ， 石炭液化法及フイツシヤー法

3者を互に組合せて1MJJ作業する事が最も合J;1Jl的で有利と見られて居る，大館;j(の連繋がある。

第 7公 人必石 油製 法相冗連繋表

匡二E一一発生燈一-G豆亘トー工場用燃料

桃川イ豆~刑シγ- 3去

巨二回一低温乾糊

巨二亙] 石炭液化袋置

我闘に於ける人浩石油工業l亡釘する政策は別項 『列阻諸閣の人浩石油政策J，乞記載して置いたの

で3うる。

狛代表的油母頁岩乾溜装置， 1，氏i血事ri冊数世，石炭液化装置及フ イツシヤー法による装置設明回を

掲げて参考lと供す。



早稲図感用化拳曾報

第 l悶 f向母 ~r 岩乾間装置悶

油田賀嵐
↓ 

灰

第 2悶 石炭低温乾潟装置問

〈日i車事湿式)(日本製鍛，輸西製鍛所〉
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第 3~司 石炭液化装置問
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列強諸国の人建石油政策

林 平久

世界各国i亡於ける軍事上の石油需要量は判明しないが共他l亡閲して文献によって大踏の推定を記

し併せて各図の入港石油lと釘する政策を蹴記する，先づiI.!:界各国の産油量及び消費量を表記する。

(1936年分ノーマン氏の推定量)(筆者は桁を石lて換算し6石を 1砲とし斑l亡換算じたるもの)

合 衆 図

$i}西 iffi

グエネツエテ

ノレ ー γ = ア

イラシ〈波斯〉

其 他

合 計

合

露

英

側

関

車

利

四

衆

西

* '" 

l~ 

市

地

本

刺

他

計

太

相

側

日

伊

其

合

1936年石油産徽 会Rを'傾に笠tする%

1予，790i笥王室 61.2 

2，798 " 10.8 

2，223 " 8.6 

958 " 3.7 

911 " 3.ラ

3， 126 " 12.2 

2ラ，806鵠沼 100.0 

1936，下石油治、費傾 全消費武l亡到する%

15，8')5潟地 64.5 

1，953 " 8.0 

1， 144 " 4. 7 

613. " 2.5 

ラ33 " 2.~ 

403 " 1.7 

238 " !.2 

3，733 " 15.2 

24，487高泡 100.0 

( 1 ) 欧米に於ける人撞石油工業

英吉利一一英本図に於ては殆んど石油をlをせない然し領土内1<:は数多の油田を有し世界全産油量

の 20?6即ち約 5，000寓庖を有して居る，然し是主宰油田への投資は 1.5億0J1'L達して居るとの事

である。 而して一方濁逸の I.G.ベルギウス法即ち石炭液化法を採F1Jしてピリンガムに工場を建設

し咋年より運椋し石茨から人法石油年 10寓斑，低i毘タール高臨水素添加lから年 5寓庖合計 15寓

Js生産の議定である，英図の石茨需要量は表記の推定l亡よれば1，144寓庖である，不足はないので

あるが有事の錦めと一方には決坑業者保謎及び失業者救済の弱めとであると，兎l亡角将来は益3人

主主石油工業を助長する方針となって居る，入港石油は凡て無税とするのみなら歩人浩石油生産1ガ
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ロンにまJし4片 (0.280阻〕の楠JjJ金を奥へ，一方輸入ガソリンに釘しては 1ガロン 8片 (0.560図)

の高肢を課して居る，現今倫敦市ガソリン 1ガロンの市慣は 1ir!:: 2片 (約 1lfIl)である。

合衆国一一:表記の如く年j宅15，790 高勉で泊:il(推定も亦之l乙匹敵するがm々もすれば過剰である，
故民生産制限を行って居るi[た態である。而して共一部分は勿論輪11'，して居る，政府では人浩石油製

迭の必要を感ぜないのである。

溺 混一一年需要約 500高感で内約 200;喝起がカマソリンIIJIこ充てられるのである，濁滋は民間目

lと石油の生慌に努力 して居る，大綱を 2とし (イ)油田n月設(ロ)人岩石油工業助長を目標として居
る。油 III1i月設策としては石油試掘貨は成。Jj!-. を見る迄は盤対二費の .'I~ばを補給する，但 し成功の上は

1古1¥政府i亡返金 ずるのである，1928 ~ドには自国内のi!t油量は僅かに 9 "高感 Iz:.過ぎないのが 1 935~手

では約 43高庖の石油を産lilずる事となった，製油所は 33ケ所でJ!)&IA原油は 241高庖となった。

人治石油及び代tIJ燃料油工業J1jJJ正策として k々 的l亡政府民於て奨励補助して居る，自政事昨夜油へ

出入f初IJのベンゾールは年平均約 30出庖である立方米の府fljガ、スよりベンゾールは 20--30

瓦同IJ尽される。 1]下建設中の工場完成作業のl胞とは石炭液化法(1.G.ベルギエ ース法)よりの石

油 50高泡 (ロイナ工場 35高庖，マグデプルグ工場 17前庖，ボーレン工場 17高]s， シユオノレ

フェン工場 125 "明感)， 71ツシヤー・トロ プッシユ法よりの石油 11;高感 (ラ ウクセル工場4崎

直 m オルテン工場3再処，オルペルグ工場 2.5高感}レーランド工場 1.5寓庖)合計 11向感。

将来蛾恨及び新況計:n1:完了の|毘は 70高庖とも栴さる)，自図柁原油 60高庖Cf象定)混fIj;1nt7.Kアルコ

ール 20;時庖と見て合計約 200高庖丈けは自給自足の7象定であると報ぜられて居る。溺漣l亡於てア

ルコール混fIJは日目和 41下(1929'.めから法令で強制執行されて居る，又輸入ガソリンに到しては 1

ガロン 40銭除の閥悦が耕せられて居る関係上前記の如く世界各圏中ガソリンの憤裕は最も高い様

で 1ガロ ン1.850闘でまうる，人法石油工業が成立する棋に11'，31ミて居る。猫;きでは石茨 800億泡掲決

300倍思の型蹴量があり，アルコ {ルの原料たる木材も亦豊;守であるとの事である。

側関西一一一年石油需要 800~]ß ， 自図内産油は僅かに 8 寓庖 I z:. 1過ぎないがイラク池田に於て 50寓

殖を得て居る，然し大 I-z:. ~i酋不足の境遇にある，政府は 1925 年 Iz:.燃料品を新設し石油業法を 11J1J定し

た，市して製油lとNしては!制限tを高率とし日{料油に封しては低率とし囲内に多く の製油所を設くる

事を奨励し之を補助し貯油主義を執る事と した，此政策は大成功を牧めたと云ふ，即ち殆んど製油

の輸入を見ざる様になった・然し原油は益3輸入lと待つあるのみである，園内には石茨も少く，人

造石油工業もEjf料関係から前途頗る望みが少ないとの事である。人造石油の工場も小規模のものが

日下建設中であるa我図では昭和91F7Pli乙石油業法が貰施された，又今回燃料局が新設さる L案

が提出された是勾ト;は多くは悌蘭西l乙月IJったとの事である。

伊太利一一年石油の需要量約 300高感であるが園産原油僅かに 2--3寓庖である，エチオピア戦

争もー設には石油関係であると云はれて居る位である， 園内l乙は石茨ー掲茨及び木材笥;何れも豊富

でない，従って是等;を原料とする人法石油工業の成立も困難と見られて居る，従って極力石油の消

費節約，代J'lj燃料油の研究等に努力しつ~ ~うる，例へば自動車 10 蓋毎に必ヂ木茨自動車 1 蓋を加

ふぺしと云ふ様な法令をもHlして居る。
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露西豆一一年産石油 2，800寓殖で需要量はがJ2，000 ;究班である，従ってi捺刺がある，人法石油

工業の必要がない程石油資源l亡恵まれて居る閣である。

( 2 ) 本邦の人志石油政策

本邦字石油の需要は 400~ 高庖と見られて居る， (.i:p.需用及び舶舶月jを|徐<)内地v.r石油は僅かに

40 ;高庖をHlでないのである，私はIfl本研一氏共他守;と各障の人法石油，合成石油製法i亡閲して賞

駁した，共結果是45:人iit石油，合成石油l土確かに1I11来る，然レ是れが工業化には充分の研究を要す

る，到底経済的l乙有利l乞探業するは困難で・ある，之が工業化iこは政府に於て充分なる保護奨励を興

へなければならない，如何に不経済で・あっても斯業は是非tt'&i:砲せねばならない旨を主張したので

ある，一般lとは人造石油と云ふ事にAきを置かぬ有様であった，濁り海軍燃料廠にあってはやっと

以前から此底l乙若rmし各町人法石油の製法特lと石炭液化l亡!托jして研究されて居ったのである。然る
に商工省の1mきは一時緊縮政策のため燃料研究所を閉鎖せーんとする如き無謀の事態もあった，大賊

全?の如きも千数百寓固の投資を担んで或有望な外因油同獲得機合をうたった事もある，然るに最近国

際情勢切迫の結果我政府も愈3本格的l乙石油国策樹立11:地進する事となったのである。

本邦石油国策の犬綱は悌濁l亡見IJって居ると思はれる，即ち昭和 9"'1三7月より石油業法を宜施した，

又今回燃料局を商工省内l乙新設せんとする，是匂:は大開仰の石油統制法を骨子としたのである，又

今回帝国燃料興業株式合祉法案及び、人法石油製造法案の虫nきは濁逸の人浩石油工業の保護Iザ~l乏を骨

子と したものと思はれる。

我政府の殻表せる図筑としては (1)内外泊問の杭極的rm設 (2)代m燃料工業の肢極的設建助成
(3)無水アルコ ールの混fl'J強制が主要な網目で之れが吉行兵憾案としては(1)燃料局の新設 (2)

燃料研究所の横張 (3)帝国燃料興業科ミ式合!Ii止の設立 (4)J!!~7k アル コール製造工場の新設!!;;である。

燃料局の新設に!潤しては此底に説明を要しない。燃料研究所の蛾張は締1亙貸 2，000;高闘の内昭和

12年度11:500寓闘を支出し原料炭 10寓聴を底却するを目標とし石決低温乾溜，石決液化及び合成

石油製法の 3種l乙就て学工業的lと質験研究し是23;の企業l乙封し一定の方針を興へんとするもので濁

遁の成功せる範に散ったのである。帝図燃料株式合祉法案:ium議合に提出され去る 3月 23日及

び 25日議合にて賞局者4からの説明があったのである。詳しい事は判明せぬが大館は弐の如きもの

と思はれる。最初の資本金は l応:固で政府民間半額出資でるる，資本金 1億固にi¥fし5ヶ年計霊で

枇院全容の形態で 22，500湾闘を集め結局 75000 ;広岡の事業費とする，之れが使途は 7ヶ年完成の

事業とし;炭坑開設費 12，700;広岡，石ー炭低減乾情事業費 11， 500 ;高岡，石決液化事業費 33，500南

国，合成石油事業費 11，400高岡Jt他合計 75，000;時間となる，工場数は 26工場である。石茨液

化工場は九州"常盤，北海道で4ケ所，朝鮮搾太各2ケ所宛，i摘が'113ケ所，計 11ケ所，合成石油

工場は九州，常盤，北海道l乙て 9ケ所，陣太 1ケ所，i鵡洲 2ケ所，合計 15ケ所を目標と し各工場

の操作車位は年約 10寓}s生産を目標とするのであるから大開7ヶ年計霊完成のl岳民は 260高庖の

生産となる。即ち需要半ばを充し得る事となる，但し将来の需要増加l激しければ狛共牛ばも充常し

得灘いのである，石茨液化法によるガソ リン 1ガロンの生産費は昭和 12年度は O.730岡，而して

正昭:和 18午度l亡至ると O.570固との珠想の出である。現在ガソリン 1ガロンの市慣は 0.560固
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であるから 1ガロン生産に到し政月;j.は O.212闘の楠助金をを交附する考へであって，此補助金は

9，500寓聞に上り，又民間側の配;官補助金は 1，900 ;広岡11:常るとの事である。 民間側の出資lて針

しては年 5 分の配'!'なを袖fJ~i・し政府III資 1 1:釘 しては年利益率 6 分 lと珪ずる迄は無配首・にするとの事で

ある。無水アルコ戸ル工場建設は 7ヶ年計完:で総経費 4，000;町長1，初年度筈11は 480寓岡， 7 ケ~f. 1~

1亡は工場は 60ケ所fド18;高魁生売を目標とする，一工場の郁位生産ーは年3，000廷である，初年は

7工場建設とし共草位も略決定して居る，完了の!廃には馬鈴箸，甘諸の作付反別 18-20;寓n~. tt人

生産1~7kアルコール 120 高石となるのである。

以上がm下の我人浩石油政策の概略である 0
3 鯨括

国防上最も必要なるはガソリンと燃料豆油との 2つである，自動車月1として，蒸気自動車， !liH4il 

カ、ス自動車，電気自動車，炭扮ヂーゼル自動車，木炭ガス自動司王寺が岐に現れて居るがガソリンの

節約代月jと云ふべきである， 完封7機月jとして座縮ガス共他l亡闘し各国共ガソリンl亡代るべきものを

研究中であるが未だ完成せない， 光づ首分はガソリンによる他詮がないと思はれる。燃料亜油の代

JIjとしては Jl劉大燃料油がある ， 微粉末をJl:i:油 rl~1と支持したものであるが勿論重油の節約を目的と し

たもので現在の所・色々な快引があるので小部分の使川氏止まって居る。大部分は重油による外注が

ない。

石油には表記のおlく天然日(油と人法石油の2つある，後者・の主要niWIは掲炭，石茨である，此I!g

11:於て原油埋蔵量と石炭-担蹴量l亡就て考察するの必要がある。

今日全世界l乙於ける石油の主11蔵量は 50-70億庖と計算されて居る，毎年 25億泡探牧するとせ

ば僅かに 25年を//1，やして謹くる，新油田の開設ありとするも結局 100年をiJ¥でないでbらう。一

方全世界lこ於ける石決の担;技量は 777，000億庖と計算されて居る， 石炭のm注は頗る腕汎であるも
石油l乙比しては桁が注ふ，又我困液化JJiの石決耳目減量11:1，却し阿部良之助氏の報告に依るに本邦11:於

て 28億庖 陣太lこ於て 17fJ5:庖合計 45t意思と計算されて居る，石炭より液化油千均 18μ 生産

すとすれば.年 200;'!P.;慈のiif主化itIJを得んには 1， 110時庖の石炭を要する，t~]蹴量を考察すれば天然

石油の誇命の比ではない。結局将来石油が必需とすれば人法石油lこ掠らなければならない，換言す

れば資源として石決を主んぜなければならない，我国毎年の石炭消費量は 4，000-4，500 lÎ.Ç~-c ib 

るが人治行i'ra原料としても 1，500寓庖を要する，石油問題lと閥聯して深〈石茨資源lこ就て考慮:せな

ければならない。要するに図防上1日も速かに我図筑を して完壁の域l亡j主せしめ度い事を希望する

ものである。 (昭和112 (，1'-6月3日記〕
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石炭の接偶的高霊水素添加法

石 l
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平 七

1， 石器漉化の歴史

石茨の水素添加叉は還元l乙閲して最も最初に乎を染めた人はベルテロー氏 (MarceiinEerthelot) 

で置に 1868年の事である，氏は寝Hしたガラス管ヰIで 2700Cで石決と沃度般の飽和1溶液とを庖

却して原料茨l乙封し約 60%に相常する液欣物を伺て居る。共後グフルト及びミクラウツ (Dafert

and Miklauz)並l亡フツシヤ{及びトロプシユ (Fischerand Trop淀川氏宅;によっても同様此反艇

に封する赤;燐の促進作用が研究された。併し乍ら常時は現住の桟l亡i夜間燃料lと釘する重要性が認め

られなかったので徐り重要な研究としーて考へられなかったのであるが共後次第に内燃機関に到する

枇舎の注目が隆んになって来たので 1910年1Jiから再び此nn:1担が捻討される械になって来た，共内

最も頭角を現はした人は有名なベルギウス (Bergius)氏である，氏は高田s管中l亡て石炭の成因並l亡

入港石茨1'[閲する質l院を試みた.即ち 3400C，150筑陛下l亡水と共l乙織紘菜-又はfJf決を力n熱底現ず

ると天然産の石茨と全く同ーの諸性質を有する所前人活石炭が何られ，更に此人浩石茨と天然石炭

l亡きJ し高座、水素添加を碕すと何れも CjH 比の小さい液欣~~化水素油が得られたのであって以上の

事柄より氏は有名な石炭識維素設を提唱して居るのである。共後 1921-:!'-l;l'j迄は高ills燥業の困難と

経験の不足から工業的の進歩は殆んど見られなかったのであるが此頃から石決粉末と油i!J¥物及びラ

ックスマツス (Lllxm'1sse)とmずあ酸化第二餓を主成分とする一種の接!悩剤をi混和泥欣とし之を水
陸持にて水素と共IC45QoC， 200筑医下に作fljさせると良県ある事が同様ベルギウス氏 l乙依って

1921~1926 年の間 lと報告されたのである(九八ngew. Chemie. 1921， 34， 341)。猶石炭を完全液

化し様とする研究にはフイツシヤ{及びシュレーダー氏による蝶駿ソ {グ， 7ktl:カ‘ス及び炭酸ソ ー

ダと水素との混合物を使川ずる方法竿があり， 共後の研究:約三!土キング CKing) フロ ーレ ンチン

(Fiorentin) ，グラハム (Gr品h'1m)，ワツタ ーマ ン(¥Vaterman")氏当ぐがある。以上述べたものは蹴し

て偶煤 1<:無関係であったのであるが 1927~1928 年頃より此偶媒の使川に基十〈向l単水素添加lの研

究が問愉せられたのである，尤も Bergius 氏は Fe~03 を主成分とする隅媒を使IIJする事を提H呂し

て居るのであるが之は隅媒の意味ではなく寧ろ股硫の目的であったのである。グラハム氏は1濁媒の

使用を提唱したのであるが共結果は無i鈎煤の時 1 8.2% の不液化Y~i宰のあったものが NiO jl鈎媒を

使用すると 9.6%に， Ni (COO)~ を入れると 7.2 % 1<:叉モ リブデン酸アンモニウムを使JHする

と 5.5%にそれぞれ低下する事が11-'.来従って油収物牧量を増大する事が11-'.来る事を認めたのであ

る。ラピカ (HI品vica)氏 (Brennsもofr二Chenu1928. July 15. 229)はベルギウス氏の Feよ3に封

ずる A!， Ca， Cu， l¥fn， Ni， Sn， Zn等の酸化物j及び胞化物並l乙NaOH及び KOHの助i間媒作fIJを比

較し Zn，Ni， Co 蹴媒は Fe~O~ 1乙封し 21i}の油i伏物牧量を見且反臨時間を %1亡短縮し優良な油欣物
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を得る事を認めた，但し胸媒の使用は反感温度及び魅力l亡は低下を現す殺がなかった， 猶此結果ーか

ら氏は水素添力11作fIjを 3つの階段K分けて居るのである，即ち 1，7K;素吸牧による7Kの生成及び脂

肪挟;炭化水素のー生成 (300，....，4000C)2，液化 (4000C前後)3，ガソリン及び永久ガスの生成する分

解 (400---500oC)の3附段である。共他フロ ーレンチン及キング雨氏等は多償金属即ち ¥V，V，U，

]1:[ n， Fe， Cr ~Fの酸化物3 硫化物又はき主化物を使用するフランス特許 (659 ， 462 ， 1927)を得た，共他

1. G.による NH3，モリブデン酸アンモン及び硫化モリプデン需を使fIjする濁遁将許 (247，582) 

並l乙Fe，Co，又n，Mg等の酸化物，~斤l生茨， コー クス，珪酸グル， アルミナ， 炭酸石友叉は粘土笥;

の使用が良果ある事を認めたのである。以上の隅媒を見る と何れも週明表* 3---5民叉は 8屈の金

15mであって容易に還元される:<J~のない且硫黄学l亡封 し毒とならないものである。此他附媒の使用l亡

際し7象熱の有主主なる事又 350---40Q，9C1亡て改め COzガス又は酸化窒素ガス中l亡て加熱すると更に

良果4うる事が知られて居る勾;多 くの'PI許がるる。的最近l亡五つては液化裳置に釘する工準的の問題

が諸f斤l乙研究される様になって*たのである，即ち 1.G.の判許11:見らる L虫rI< 450 oC， 200筑陛

下11:石綿と Z110 とを混合した粉決原料泥~J\物を水素とカウンタ ー・ カ ー レント (Connter Curr-

ent) 11:接i濁せ しめつ L反日産さすもの，叉オツト ー (C.Otto)氏は粉i炭泥Ill¥物を平行した*Hi管Lドl乙

流し水素と同様I亡反日産するもの勾;多 くの考案がある 3 又最近7J'(~長-添加 l亡封ずる基礎的研究が進歩し

た結果此液化装置を 2段乃王3段l亡分けて操作する傾向となって来て居るのである。以上を要する

に石淡の液化はベルギウスの両陛水素添加の/:t¥づる 1912.~.ドロ1迄を犠包~1珂 1921 <1ドロi迄のj鈎媒の

添加が現れる迄を幼年明， 叉 1 930 年頃迄のj鈎媒的主主果の目佐賀性が認めらる ~ 1亡王りし迄の少年明

及び現在の青年明の四 IC分けるミt~が出来ると思ふ。

2， 石炭;凌化に闘する代表的諸研究

最初にフツシヤー及びシュレーダー氏の研究を霊祭ぐると氏252;の最初の方法は蟻酸ソータ'の水蒸気

熱分解による水素添加lの方法であって即ち HCOONa+H20→CO2+H2+NaOHなる反l症に よる

後生機水素を利mせんとしたのである。加11M釜中l乞て 4000C1亡是撃を底理する時は石炭中より著
しくヱーテル可i容分主増大すると云ふのであって石炭が古くなるに従って此可i容分を減退するので

るる。褐炭11:於ては 30---50% を示し工戸テル可溶タールの元素組成は C=85%，H=8% でb

り，之を蒸間すると 100~2000 Cj 4.1%. (流動性油)，200---2500C;9.旬以液i伏)，250-3000Cj 1O.4JG 

(*r~ :fJlij)， 300~3500 Cj 48.6% (糊l伏)，!l3l:i宰;27.5% (半透明!日色間関〕である。又エーテル11:初111¥不

可能E草津は之を乾溜するとター ル 23-27%，コ ークス;50% を牧めた，叉蒸気悲調を行へばタ ー

ル牧率は 30---35JGでるる。又氏23;J土 CO+H20→CO2+Hzの反!症に於て生十るを芝生機水素の有

殻性をも認めたのである。

向ヤイガー (Jョeg品r) 氏は Na2C03+H2 をカ1I 1!l~下l亡加熱すると蛾酸ソ { ダが出来る事のシ ュ レ

ーダー氏の方法を此水素添加に臨月jし禍決と規定草炭酸ソ ーダ液との混合物を 4000C，100気眼下

に 2時間庭現して 36%のエーテル可博物を得たのであった。

共にベルギン化法による水素添加を述ぺると大略:;7(の慌である，高温高1堅下で水素気流『ドで石決

を底辺する事をベルギウスの名を採って Berginizationと云ふのである， 1912年の同氏の夜明にか
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Lるものであった，共後 1914~三フツシヤー及びケラー氏(Fischer 及 KeJler) 等によっても涯苛炭

のr:i~水素添)JIIが研究された，而してタ{ルの牧率は通常の低温松浦の 3 俗位であり此牧量は水素

のかl魅度l乙比例して居る事が認められた。克lζBergills氏は水素添加油の熱分解によって揮殻油を

』炊むる事を研究し共最適温度の 4500Cなる事，又最初添加さるべき水素illfは 100筑区即ち 4500C

lC於ては約 200筑区が最も経済的である事を決定したのである。又氏は織維素を 100気睦の水蒸気

1.i:is1と3400C1と8時間加熱する事によって有名な人浩石き誌をf!J.， 更に之を氏の提唱した傑件下11:て

水素添加lしてベンゼン可i容のタールを 70% も合有する事を認めた。而して此場合の抽出油は天然

庄石油11:類以して居る，石炭l1:fiずるべルギウス氏の最初の特許は 1914(，[ミ 8月 1日の英国特許

18，232であって“石油及びアンモ=ア共他の製造l乙封する石茨及び類似物質の庇理方法"である，

共特徴とする蕗は 1 0 筑l単以上の水素筑流 q~ で 300-5000C で石決又は共他の国間炭素物質を!長耳目

するのでbった。此t条件下では低i~l~活li を有する炭化水素油が得られ，叉水素の代りに水素を合んだ

水性ガス又は水素を護生する Caiciumhydrideの如きものも使川される， 向此系l亡石油の虫nき溶

剤lを入れて生成物を可i容ならしめる方法も更に良県ある事を附言して居る，又雪量素化合物は反肱艦

q11とてト1H3 bなり sソェノール型のものも牧められる，共後ベルギウス及びピルヴヱテラー氏

(BergiLls and Billwi‘ ler) 勾:は溶剤使川の放果，水素使用量と石炭極との闘係，グ ~JJ... J炊量並Iζ共性

質笥;が研究され，共他氏は連続ぬ作11:闘する考案も殻表 して居る。

グーシ~ (Durcy)" 氏は 1925 年石公共他池)j旨類l乙就き 200~800kg/cm2 と云ふ如き l古5H延水素気

中i乙て水素添加を試みMれのものよりも天然石油と全く同一なる原油を牧めて居る。

ナッシユ及びシヤトウイル氏 (Nashand Sh抗welり等は 1924年石炭を水素添加するに際しフェノ

{ル及び車き石油溜分をi容剤と して使用する事の有放なるを認め，更に ClaraindLlrain及 Fusain

の順l乙水素添加lし難きを認めた，共後スキンナー氏及びグラハム氏 (Skinnerand Grahamjも同様

な賀験を行って居る，又グラハム氏は 1929年頃英図ピリンガム (BilIingham)の試験工場11:て原

料決l乙就き研究した結果 Par品-bituminonsCoal (Seyler's Classification)が最も泊首なる事を報じ

て居る。即ちスキンナー及びグラハム氏笥:は内容 31の 60回榔(分)する加!民室中で 200gの石炭

粉末を 100gの石茨援に懸垂して最高1+5-150筑腿で 4300CI亡て 8時nrJ底辺し生成物ば1¥1レ

トルトで 1500C迄をi'mwし之を稀苛性ソーダで洗練し7残油は更に chloroformで島理し各成分を
定量した，ガソリン牧量lま E首り 25ガロンで他は豆質油である， J二速の虫fIく CjH比 155-16.5

の μra-bituminosCoalが最も良県を示した。又此目的11:は Fe20a及 NiOよりもモリプテ、ン酸

アンモンが最も接i濁剤として有炊なるを認めたのであった。

共後クリング及びアロ ーレンテン (Kllngand Florentin)氏等も水素添加に闘する貰験結果より

石炭r:tの 2成分が2段の水素添加を受くる事，即ち第 1は容易に脂肪族系統の化合物を得るもの，

他はリグニンから来たもので容易にベルギン化し得ないものであって此ものは糊媒の存在によって

初めて液化されるのでまうる，此場合はフノ ール系の溶剤が最も遡首である。

日本に於ても 1928年頃九島義清氏及び111代氏等は朝鮮産，褐炭の水素添加を試み魅力一温度曲線

を檎討し，二つの鑓化貼あるを認め第 1は加熱を櫨観しでも温度が下る貼又他は温度が上昇 しでも
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座力が増加せーざる引でるった。

3， 水 素添 加機 構

掲炭又はi歴青決粉末l亡趨古な!尚拡を入れ更に初腿 100筑区位の水素ガスをますじ込み弐};fi'亡温度を

上昇すると共堅力・温度曲線は大nr告-:j(の如き形献を:J'Niくのである， 即ち 3700C位迄は魅力は水素

のみの膨脹，c基十〈腔力Ila線の上l亡一致するおac.直紘を示すのであるが更に温度を上昇すると曲線
は急:に下向となって来るのである，此現象は明らかに氷素吸牧を意味する，更に温度を上昇すると

450コ C 位迄は此傾向を現すのでるるが此温度以上では再び‘ IJ à tj~は J-.向になって来るのであって此限

界では水素添加高分子生成物の分f仰と基歩くガス生成が推定せられるのである。市して過去に於け

る諸氏の是等研究結果を綜合すると此石炭水素添加の熱的過程を次の 3階段l亡考ふる事を得る。 即

ち2í~ 1 階段は 300~4000 C1mに於けるノk素の急:激なるl吸収であって此過程では石茨は次第lてアスフ

ル ト 校物質に愛化され軟化されるのである，多くにZf~ 2附[止に於ては更に徐々に水素を吸牧して!耽酸，

股硫及び股宝作川'0左やきノ'1，-，硫化ノ'1¥.素及び、アンモエアを生成し第 l段lこ於ける生成物は所合次分

及び一部有機拘質を除いては完全に液化されるのである，更に;:rnr止に於ては是笥の液化されたi当
分子物質が分裂してガス及び低減I1貼茨化11(素を生成するに亙るのである。英図合成日i自主及びアンモ

ニア合A止のゴルドン(Jふ Gordon)氏は石決qlの窒素，硫黄及び酸素は凡て化合状態l亡混入されて

居るものとし N は NH3 ，こ， sは Hβ l亡叉 O は H20 として石炭中の金水素より是全5rの水素

を控除し C;H の正味の比を計算して次長を得たのである。

石炭純 Cf4 H/C(原子比〉

Pグナイト くL'gnite) 6ラ 0.25 

カナノL茨 (C:mncl) 8う o. 75 

コークス炭くCokinp:) 83 0.64 

不利紡性炭 (Non-Cakinρ 79.5 o.ラl

無畑炭くAnthrac:te) 92 0.3弓

タ ー ノ~Yn CY4 日/C:原子比〉

f!T;i良タ ーノレ (i終予?炭〉 83 1.1 

高;gl!lーノレ(漉背炭〉 87 0.8 

低温ター fレci思背7s"D 83 1.4 

石油生11 C% H/C(原子比〉

民{ f巾 85-36 1.4-1.7 

燃 す斗 f由 86 1.0-1.ラ

ヵ- ス f出 86 1.75-1.85 

俊 泊 86.5 1.9 

4京 手E f由 8ラ.ラ 1.9-2.1 

モーターペンゼ y 91.ラ 1.1 
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石炭水素添加生成物

}I~ 71出 (Heavy)

rl-' 由(middle)

揮発ilb(Petrol) 
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に
ノ

ケ

8

8

7h
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。。

H/C:原子比〉

¥.03 

¥.34 

¥.69 

即ち最低 LigniωCHO-25 より最高石油 CH22 である，又不i決の主成分の平均分子量として考へ

られて居るものは約 2，COO，燃料重油のそれは 370，軽油 260，1的自 175，:J:¥ji殻油 100であって

石茨物質を油化叉は低分子量炭化水素油にするには次の三つの要件が杷到に必要である。(i)酸素

硫黄及び、窒素を速に除去する事，此l二!的には使用する隅媒は硫黄に抵抗力あり，且高温度医力l亡安

定なるものを濯燦ずる必要がある， 叉此反日産は凡て護熱反肱である， (2") HjC比を CHo-soから

CH17 1亡哨加する事であって原料決の分子量犬なる担及び、艶化すべき都設油の分子量が小なればな

る程高温度が必要とされる， (3)分子是を 2，000より 10011:鑓化せしむる事であって此水素添加

熱分解 (Destrnctiv巴 Hyclrogen抗ion)11:於て最も悶難を感歩る事柄は股水素反胞:を;}[IJ制する事であ

る，共現Ijlは熱分解及び之によって一生l'る!/!!IT質不飽和炭化水素の水素添加の温度l亡於ては重質油は

股水素反臨を誘起する慌であって従って此の熱分解水素添加iI亡際しての最油傑1'1二が存在する諜であ

る， EPち水素添加11亡於ける支配因子は(1)Jjj{料茨の分子量 (2)jl蝿媒 (3)水素のHl&(4)温度 (5)反

臨時間等である。高分子炭化水素の分解温度は 4000C以下である，分子量小なればなる程高温が

必要とされる，一般に石油高分子量ー炭化水素が分fq平ずる際にはごつの型がるる，一つはこつの目的

とする茨化水素分子l乙分解される場合であって，他は目的とする分子とガス分子とに分解されるの

である。原料分子が飽和l生で3うれば前者の傾向があり，不飽和性であると後者の傾向が犬となるの

でるる，市して此分解の際に生じた不飽和鑓化水素は共瞬間l水素添加される，此現由で高不飽和性

で高度に縮合された原料決に封しては7象r，m的水素添加lの後熱分解水素添)J11を行ふ事が有利である。
今若し分解反躍が水素の無・存在l亡於て行はれたとすれば不飽和決化水素と芳香族茨化水素とが先

づ生成され不飽和炭化水素は更に重合分解してコークスと水素とになり芳香族は共依残存するので

ある，併し若し水素添加が充分行はるれば!1~TI f'I'飽和ノミラフン系茨化水素及び-ì\:ßナフテン系のZ;~化

水素が得られる。此鰹fT油は一般にアンチノック性でない。前述の如く分解水素添カ111て於ては共同j

反憾と して重合l亡基十〈コークス化及びガス生成であるが之は水素の分墜を充分犬ならしむる事，

即ちが11M度の上昇と活性問媒との存在によって此日的を充分注する迄l亡ヨ買ったのである。狛前j主の

如く，石茨の種類，水素堅， j'濁媒及び反!医時r10勾i;1とより最適温度があるが，此最適温度以下で抜作

すると水素添加l及び高分子物質の熱分解が充分でない~め11佐重質油が生成されるのみである，反之

以上の漉度であると熱分解温度が高過ぎ分解速度は著しく早〈コーク枝問臨物質を生成し又ガス量

を士宮大ずる， 7](の生成が少なく更に酸素の含量大なる油が得られる。

夫氏気相水素添加lの事を少しく述ぶると此原料油は主として石炭水素添加lからの仁II1lflであって之

を更に熱分解ー水素添加して揮殻油を得るに資せられる。即ち此 q~油は更にフェノーム臨基及び芳脊

族茨化水素である穏と分子量が小さい故に更に高温が必要とされる，即ち油蒸気と高座水素とが更

に燭媒11:よって反臆され水素添加と熱分解とを受けて芳香族ぴナフテン系茨化水素を生成する，此
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操作を高温で行へば芳香族の牧量を明大する，工業的には此気相水素添加法により此中油が還流さ

れるのであって原料中油l亡主jし 80-90% の都殻油.5-6 %の水及 10-20%のガスを牧むる。

以上の理由により最近の石炭液化の工業的操作法は之を 2段乃至 3段に行ふ事が合理的とされて

居る，即ち1r*'[;刀の液化は比較的低温度 (430-4500C)I亡於て主として水素添加と 1部熱分解とによ

って石炭を/1¥来得る限り多く液化する程度に止め不凝縮の炭化水素ガスと炭素の生成を防止し号た

に生成せるガソリン分は之を分離し残油*より::)iくの滑分を蒸冊分離L-!lt間分l亡針しi夜相叉は気相に

於て更に高温 (470-4900C)1'0](素添加l熱分解を行ふものである，而して最高沸知を有する最後の

釜残仁[，間分は之を遠心分離機法又は液剤l法によって不液化残惇より分liJmし之を次の抜作の石茨粉末

泥;伏物調製油と.して使fIjするのである。此原料調製油を循還油 (RecycledOil)と稿して居る。

此 2段又は 3段の挟イ乍i亡於てはi長平原料がi夜胞で遣うるから扱作が容易であるばかりでなく偶媒の

取扱及び共誇命等も極めて容易且長いため餓媒を指物l亡附若せしめ之を粒!lJ，I亡固めて反肱管i亡充填

し一方より珠熱したグ{ル及び、水素カeスj昆和物を3m過せしむるのである。

三たに1.G. で行って居る作業系統固を更に略して説明すると~，くのおl くでるる。
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L、1上の主n<共2H1階梯の水素添カ/1は現在の所諸氏のm筑結果を覗ふと大酷之をベルギウス氏及び
1. G. ~S;の方法によるものと凡て向ーであると云つでも過ちでないと思ふ。只最近の傾向は符られ

た中油分又は重油分を如何に水素添加熱分併によって能率良〈之をガソリンIC誘くかピ研究されて

居る秘，c}J!¥はれるの(":;7(1こ一般タール類の熱分解水素添}JIIIこ就いて少しく述べ校と思ふ。
200-40Cl策医の高T!1M(j誌の干了在の下にタール又は油を 350-5000C加熱してf肘!?“Cr品ckingけ

を行ふと水素添加l作f1Jは依り起らないで 20% 前後の!/!T.'l'f9rh(ガソリン)，茨京，カ守スJU，炭化水素

及び重合生成物が生成されるのである。嬰する IC熱分解作fIJの方が水素添}Jil f~i川に北し共反l車速度

が甚だしく旺盛であるi:$めである。併L若 し悩媒の存在があれば:1ti，日生皮の器具によ り30-75% 

位の牧率で主として軽質油が収められるのである。即ちタール油の加11M水素添加熱分解の要[Iit'は是

等2段に起る蟹化即ち破壊分解と水素添加1ft;fIjとのドjij反応述皮の調節によってIIlI1fJ'!c行はれるので

ある，即ち此操作に於ては前速の水素添}J1げj::J/jと同様燭媒の水素添加促進作JjJを利月jしなければな

らない。従って若し高市性皮の!間媒さへ調製する事が出来れば高空:合性の!f7JJf't及びガスiU，決化水素ー

の生成をjJ{Iこ完全l亡防止する事が出来，目的とする軽質油のみを牧むる事が/1¥来るのである。生成

物はガソリン，燃料油，ディゼル油及び潤滑油等であるが主成分が大酷芳香族であるから一般にデイ

ゼル油及び潤滑油lとは不適であるがガソリンはアシチノック性で従ってオクタレ慣は高〈反封ICデ

イゼル油の方はセテン慣が低い。

4，鰯媒に就て

只今迄l亡述べた様に石炭の水素添加熱分解l亡際しては特l乙蹴媒の|問題が最も主要である。 1悩(()ょに

閲しては現在多数のj鈎媒が提案されて居るが共共通'1生は硫黄共他の毒l乙到して抵抗性大且高臨水素

に主Jしでも非還元性の性能を有し市して堅凶なる耐熱性とf斤'1:主とを有する事が保件となって居る，

市して最近に於ては是等i鉛媒l乙釘しX秘的な研究をなす墜者さへIflて来たのである。

以上述べたた1<此反肱は全く働媒のfR性と誇命と再生とによって工業的の問題と結び若いて居る

のであるからj腕媒l亡就き述べると多くの金属及び共化合物は接i崎fttl1を持って居るのであるが就Iド

最も良好なるものはハロヂン及び共化合物とモリプデン及びタングステンの化合物とである， fif:し

工業的掠作の史~でハライドは使用不可能であるから現在の所後者l亡限られてmるのである，特 l亡硫

化モリ ブデンが最適でbる。;j(lcjl鈎楳の使川訟にはこつるって 1は目付:千九IJに一定の割合に添加lし動

的に行ふもの，今一つは反肱昔、'1亡充填して静的l亡即料油を逝過J)i.l!if.せしむる方法でbる，併し前者

の動的使刑法は第一工程である液化工程にのみ使fIJされて居るが之を回収するにしても相営の困難

と犬』呈とがあるためa~ 2工程では後者の師、的使HJ法が有利でるる。叉反肱系に於ける油の!11¥態によ

り気相と液相との 2型式があり主として分子量ノj、にして低沸知原料油にありでは水素添加11乙高温を

要するため気相lと，又分子量大なるものに2うりでは低温l乙於て之を行ふため液相l亡於て之を行ふ結

果となる。静的1関媒の必要なる佼件は1，高活性で誇命永き事， 2，再生容易なる4t，3，粗震度が大で

活性商をギ了交~IC使m し得且原料油の通過による機械的の力により粒!lたを破壊されざる事， 4，反ffif熱

の生成によって も局部加熱の聾を避くるため熱の高良導酷である事竿である。是舎の諸保{ttがある

ために現在の所では燭媒の有妓面を賢くするために丈夫な粗意質め粒!U，捨物を使用するのであるが
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此極のものは多く熱の不良導憾であるから此庇IC悶:9lftがある。

英国燃や|研究所の質験をliJJlふと此拾物の障類iて釘する良否は=j.くの如くである。此悲置はキング及

びマテウス (KinganI Matthcws)氏勾:の使f/Jしたもので反!fif.管は粒i山総媒が充填され之を外部よ

り註筑的加熱し所定の温度で連制扱作ずるのでdうる， jl悩媒はJ-Lて容積で比較し 500CC.である。又

認可製法は料開媒を モリ ブデン酸アンモン l亡 JI~ったので此ものを溶液で粒i!K指物 l亡没み込ませ 25 % 

含有l日lを調製してJ200C IC ~吃燥する，之を反日産管 l亡充す， 此モリブデン酸アンモンは水素添1J11中

原料中の硫黄化合物よ り生成さる，硫化水素のため硫化モリブデンlζ襲化するのであって水素添加l

操作の初期 12時間位は徐々に共活性を増大するのである，市して最高活性IC到述してより 24時

間世験カ';nはれるのでbる，質5全保{11:は反!昏;管の入口の温度 4500C q-I以後の温度 4800C，反l@i;ll廷
は 200筑陸，叉反l!Iff..油の抜]収量は 1時間1200cc.の割合である。原料油は低温、タールで比重 1.049

タール酸合量 18.3?6，タールベース 2.2%， r! I'I~tえh 33.1 % (2COoC以下 7.1%)でピッチ 46.4% 

(36{)OC迄i'fr7JI ¥浅沖)である。

瓶問、iIUi[g・ 生成物見掛上l::t]'(1500 "ーノL 酸]J~jlt .9;; ガ Y リシlItJlt%

シリカゲノ.(赤熱焼成品〉 500 0.887 13.6 36.2 

腹シ リカ残搾 400 0.886 11.1 37.5 

シリカゲル 368 0.877 12.2 38.6 

粘土 (Alluvialclay) 日17 O.♀69 9.1 49.8 

糊;伏アル ミブーくAluminaP:凶te) 287 0.860 7.3 45.4 

ボーキサイト (Dauxitc) 656 0.846 1.4 47.0 

アルミナゲノレ 483 0.828 0.1 54.4 

活性炭 08"粒皮〉 307 0.826 0.9 57.6 

向上 (3~ /3" " ) 250 0.810 0.8 57.8 

即ち爪i'tt茨が最も良好な拾物で，-:j.くに Aluminagelである。更に 96時間連続掠作ーによって共誇

命の引を試験したのであるが附者I共殆んど鐙化な く秘めて良好である，併し;炭素の方は粧前的の関

係と再生不可能の引で工業的lて{正月jずる事はIキ1離であると思ふ。従ってアルミナゲルが最も良好で

ある，此アルミナゲル推物の蹴flJI~の干lJ.生は之を 5000 C で益集 Ij l で酸化するのが最も合J1ll的である

とされて居る，樹立!よの活性減退の即囚は蹴媒の被還元イ午:月JIてよって微粒子l亡破壊され従って原料油

中の高分子炭化水京共他の吸若，及び分併による高度重合生成物が吸若されて叶性商を被覆するた

めであるとされて居る。此他最初のi協~iVMt却の際l亡は之を改め 500 0C ，ζ大気中で加熱するとー居
所性を増進する事が11¥来， 叉1蹴媒は之を7象め硫化水素で庇現して硫化モリフーデ、ンにして之を使用す

ると更にー府有炊である事が会nられたのである。更に硫化モリブデンの安定性は存在する硫化水素

の分li.!f lc支配されるのである。 l1fl ち ÑIO<;'3+H~ニM082+H2S ， MO:::2+2H~=Mo -l 2H~S であって

隅媒と しては Moむ の7存在が必嬰である， MO~3 の1o/M~m及 MoS2 の昼間群的研究が諸所 l亡行はれ

て居る。

又タール原料の程穎に よって著しく水素添加!の様子を異iとするのである， 即ち乾溜温度の高いタ
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~Jl-程水素添加しにく L なる，高温タールー守;は此掠作法で行つでも最高 5-10 %位のガソ リシが

得られるに過ぎないのである，叉慣媒の活性減退度も杢〈同様に乾溜温度l己比例して居るのであ

る。

5， 反藤康ガス中の水素回牧

後述の如I(石決の水素添加熱分解の際には最低 5%位の水素を要するのである，而し‘て水素は高

債であるから之を経済的IC使用する|問題が起るのである是うがの見地から反/!l!{鹿ガス中から生成し

たガス 11た炭化水素を除去して水素を精製しなくてはならない，又生成タール中にも水素b~溶解して

居るから是も川水るだけ回牧しなくてはならない， J1t駿ガスを竣ガス (Rぉid~品1 gas) と云へ，叉

溶解して昂るガスを溶解ガス (Dissolvedgas) と云ふ。残ガスの方は低温タール ~r を低温高座下IC

通過せしめて H~ 合量 80-90μ のものとして昨使川ずるのである，叉溶解ガスの方はタールを常

肢にすると同時に卸鼓されるから之を回収する 3 市して此ガスは約 50%の水素と 50%の茨化水

素を合有して居るから之を鹿ガスと同様に成四して使fjJするのであって此底I亡面白き事は水素と茨-

化水素カpスとの溶解度!lb線は反封にして低温タール又は水素添加l油l乙封しては水素は温度上昇と共

にfl~r)(し， :炭化水素ガスは減少する，常i血気艇で是待。油 lcc.qtlこは 0.05--009gの水素，又は

0.6--0.9gの:炭化水素が犬々溶解される。英図撚料研究所に於ける牛工業的低温タ{ル水素添加l装

世及び.水素回収系統国は次の虫fIし。

水素循i震用ポンプ。

ポンプ.

熱
交
換
器

ス
グ
ヲ
w
ノ
ア
鴻

反

臆

耀
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以上の事柄を参酌して現在英図 1.C. 1合祉はピリンガムl亡於て工業的大規模に行って居る方法

は石茨粉を股友し之に燭媒と循還油とを混和して泥欣物となし之に 200集眼前後の水素を添加し比

較的低温度で先づ液化し，弐l亡之を分惜して揮殻油を除去し次の般油及び較泊分は筑相l乙於て再

度水素添加熱分解し更に重油分は之を液相l亡於て同様底J]1し最も重質油は之を上記循還油として使

用するのである。

斯くの如く して符.たる却設油は失の ~n<:1t成分天然石油と著しく異なるのである， 一例を示せば

分術試験 成 分

tyJ 潟県!I~ 300C 不飽狩i炭化水符. 2.5% 

30% ffi'l IH 1000C 芳秀;妓炭化水素 46.011 

ラ0% 11 1240C ナアテ y系 H 47.511 

90ア~ " 1 740C バラ アイ Y系 H 4.011 

終 i惚鮎 1960C オクタ :--j聖i 79 
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Study on Temperature of Cellulose in the Sorption of 

Water Vapour. 

By Sutezo Oguri and Toshio Nakaoka 

51 

In the present investigation the authors determined conもinuouslyby means ofもhermo・

coupleもhetem戸ratureof co比oncellulose which was subjected to the sorption of 

water vapour of consもantpressure. 

From the results of determination the following conclusion were obtained: 

(1) The temperature of the sample rises instanteneously from the beginning of the 

sorptionand attains a m且ximum，and then it lower3 gradllally and slowly to the 

temper必ureof experiment. 

(2) On the "orption at constant temperature the temperature of the sample is higher 

under larger vopour pressure of water. 

(3) The temperature rise， i.e. the difference between initial temperature and maximum 

temperature of thc sample， depend吉 onthe temper杭ureof experiment. The lower the 

experiment carrie3 out， larger the rise of temper必lIreit will be. 

Ternary System : (NH1)2S04 -Alz(SOふ-H20

By Shohei Uno 

Solubility measurements we閃 givenfor the tenllry system (NH4)β04 - AI2(SO.)3-

H20 at OOC and the compositionヨof叶le satur劫~d solutions with both (NH4)β04 

and NH4-Alum以 00，200， 300 and 400C were determined. 
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On the Empirical Formula to th~ Viscosity-Temperature 

Relation of the Lubricating Oil. 

Heishichi Ishikawa， Keiji Tamagawa. 

For the purpose of comparing. widely and acculately， visco ity v旦riations to 

temper品川reor so-called viscosity il:dexe3 of lubricants， which is or.e of the moル

imrortant properties of lllbricant， the a'lthors have pr0p03ed the viscosity-temperature 

expression to be derived from the e3旬、1tialphysico-chemical means on viscosit.y of 

liq、lid，that is; fir3tly， considering the fac ~OT3 to effect viコcosi;yby heatir.g; the var-

iation of" aggrega~ion s~ate by the a~tractive force， collision probabEity， intermo!ecular 

vibra'，jon a'ld 111 ，) !ec l l! ar 司ssocia~io :1 of liquid molecules among cach otl:ers， and thcn 
司F

もheformula was obtail:ed・ 1J=-/--;:-~"-~.~ isもempマザureof oil， a， b 訂正1c are cO:1stants， ， -11一仔tc)u...... l'::> lo¥，..I IIp....J...'¥". 

江ncInextly， s i l~ce ミed、I'ood' s vI'ic03imetcr wュョ employed in もhisViSCOIT.eもryand th守

山 0117 =つ00220 T一1附 〔収T=R恥恥Red¥¥附e伎吋叫仙耐てd小心伽ωIれい111'0、鳩W附叩叩、V刊1'00勺叩叩O∞似州Oα叫u'sviscosity in scc.) is h刈 山 山 ve

eerive:l formllh become; the next. form .1pproxinntely， 

.1' 1. 71 
T与384.6・一一一一一一一+一一一一一一一p(t+cjl" a' 

p(t十c)1'

司ndfor viscous lubrican~s as mob:Ie oil， the 2nd tcrm is neg!eg:b:c for t.he 1必. term at 
~ I 

戸 (tお i>>つ2poise， hencc the above fomuh is morc simpli刷 andthe ger.eral 

fo(mula is ob:ained; 

a 
T=ーーァーーーでτー・
(t十c)O

in the，e， T=Redwood's ViSc03ity(sec.)， t=~nperature (OC) ， 

a， b and c=arbitrary constants. 

The author3 have cons!dered， in :this formula，もhecritical conditlon; when t= -c， 

T=∞， and{ーc}is defined as the pour point at the certain eXperimental condiもion.

From thi3 reason， the pour point wa，> e3tima~ed. by similar principle ぉ the ba~l and 

ring method in melting point of a'>phalt and the other constants乱 andb且recalculated 

by least square method from the experimental deta; T and t. 

On the results of the exper:mental discussionもothe commercial mobile oils， もhe

polymerized fi;h oil， which is informed g ~nerally to improvcd tl:e propertie3 of 

lubricating petroleum oil by adding sm'1.11 (juantity of 古，.and the l11ixtures of the3e 

oils，もhefollowing results were ob~ained; the above g号neralformub.-was el，cculately hold 

in the range of the experimental error and the visco;it.y inc!ex 呂I:dpour point of 

l110bEe oil are l110re improved by the addi;ion of the q1Untity 10-20% of the司bove

fis.h oil ancI thc in'.e:estir g relations rtre ex is~cd amongもheconst旦ntsa， b and c. 



Studies on Mobile Oil CReport 1) 

Regeneration of Waste Oil by Japanese Acid Clay CPart D 

By 

Shinji Shoji & Tsuneta Yamaguchi 
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111 the previous report (This Journal， 1937. No. 31， 63) the authors reported 011 the 

quality of v品riouswa，te mobile oils which h司dbcen used for thc hlhric机ionin the 
internal combus~ion engine:; of mo色orcars.In gene:"al， compared with the orig""nal mobile 

oils， The waョteoils showed the deterioration of qu品litieson accoun~ of de:relsed in 

specific g，avity， viscosity， f!ash point and increa;ed in volatiliza~i n loss， caカコn
re3idue， ash conもent，acid value. 

The qua!it.ie3 of the original oil and waste oil which uscd in this lexpe~ iment are as 

follows:・

Tab!e 1 

Original oil 、，Vasleoil 

Spccific Gravily (15噌〉 0.942 0.921 

Viscosily (Ru.!w.∞d， Scc.) 

1245 2P>1 

312 112 

10000 50 41 

Fln5h poinlくOOj 20. 56 

pour poinl (UO) -11 

E市 .poralion1055 (%) 0.63 7.16 

Onrbon residue (%) 0.11 0.60 

A句hconl nl (';6) 0.01 0.11 

Acid vnluc (wnlcr回 lnble) 0.013 0.040 

'Jotnl acid刊 lne(Al∞hol聞 luble) O. 169 0.246 

Iodine 、..aluc 23.9 19.6 

f:aponificalion、nlne 0.0 1.8 
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The properties of the oils which were trfated with J apJJ1ese activated clay are as 

foIlows 

T品b:e2 

Amount of cl!¥y Oil tcmp Color A.V 'rot!¥l A.V I.V S. V 
(%) くοC)(T!¥g-恥 binSODNo・〉

I O 1}ノ8 0.036 0.116 24.0 1.5 

E 10 150 1~ 0.022 0.069 24.3 1.5 

E 20 90 1 ~色 0.012 0.032 

彊 20 120 1~ 0.014 0.026 

v 20 150 1X 0.011 0.040 23.1 1.5 

可E 20 180 1}f 0.013 0.049 

可E 30 150 2}f 0.011 0.033 19.1 1.3 

VI O 9~ 0.023 0.120 23.0 1.1 

E 20 120 11~ 0.000 0.025 

where， CI)~' (V n) areもheoiIs which h品dbeen deprived gぉoIineof the w品SもeoiI 

by heating. and (Vm)-CIX) are the oils which had heen deprived g品<;olineand 

carboneous precipit.品te.，of the wa<;te oil by vacuum distiII品tion.
}'rom the resulぬ (Tab!e1 n )， the authors concluded as f ollows :ー
(1) The clay tre，ted oil after vaCllum distill司tionshowed excellent properties. 
(2) It s回 111<;that J apanese acid clay has the selective adョorptionpower f or acid， 

but not for un<;atura~ed or saponifiable 111司tterin the mineraI oil. 

(Tokyo City Te見ingLabコr品t.ory)



東京工業試験所報告-

大阪工業試験所械告

九州俗凶)(墜工皐~1\i~紀必

東京工業大墜事、N~

事湾総辞Jf守中央研究所工業部報告

事部品則子府10析研究所集}(4(

工J~化接航法

日本化i接合III占

羽!化事研究所集械

化型・工業時、NA

セメント界葉桜

セメントコンクリート辺路

セメントコンクリート叢書

電気化・県

石油時報

色材協合iii;

染織

早稲回磨、 m化事合報

〔雑 報〕

寄 贈 国 書

2f~ 31--32 1m f.f~ 5， 1-3枕

第 17ー 18同 tH 11， 12， 1 ~~Jt 

出 11-12谷 !:í~ 7， 1， 2 !i~氏

5A4.，P 2 6 在 U~ 3一一一5 蹴

出 177.180， 183-186， 188 

!-fi 40 

!1; 58 

!1; 60 

.!1~ 10 

留品

供

Zき

!:í~ 16 在

お 3----6 在

2i~ 2 -4  ~虎

!:í~ 3一一6 蹴
.t.i~ 10-23 枕

東京工業試験所

大阪工業試験所

55 

九州、|帝国大修工率1il~

京京工業人-事

事尚総l併府rl1うた研究所

同 天然lU!rr研究所

険文書工業化尋3命

欧文書日本化rf~合

羽!化事研究所

化皐工業時報枇

.t.in49--351枕 円本ボルトランドセメント同業合

ã~ 45， 46 由記 同 合

!.f~ No. 23 No. 23の6，10，11，13蹴 同 合

Qi 5 谷 !:í~ 3-5蹴及特別抗 電気化事協合

11M和 12 1，1'. !:í~ 3一一5 批 :1i Ilb時報11辻

tf~ 11 :(s 出 3- 5 枕 色村協合

ã~ 106-108蹴 染織文化J此

前競設表以後住所勤務箇所異動

第 1rgl lli 饗~郎 h休日!r:n/'fr舞鶴町八烏油務手東入

第 21亘l 山本 泰司 横涜市1'¥.1悩山手町 27

第 3 I L~J 岩!日!義信 JIi以l荷式厳]j.阿j占f砕か 923

第 10阿 武山1.; 1111 日本鍬業株式合最1: 新潟l線新潟市旭slr2番 j・5244の 2

第 11回 小 倉俊夫 大辿市消見附T61の 3

第 12回 対越武維 大日本化祭工業株式合枇鶴見工場 横波ili鶴見白石i朝田町I司枇々宅

第 12恒l 対I! 日本香料株式合枇 東京市 !I~ ;iる悩早稲川筋谷町 238

第 14I司 佐 IJ奈良 11悦 日本人法学毛株式合枇 大分l燥大分町中JiI;九線通外山方

第 15回 安 n~ 信平 東京市麻布l話六本木 1番地 六本木斑 くな赤Jji4093) 

第 15回 ~Ilì島巌 二 高IM化祭工業株式合枇 埼""1孫浦和市本太同1・695

第 16回 米 j掌 m松 東京市誌飾区本岡原田1・89 立石m:アパート
第 16回 b1 E阿 九 東京市日感阪自 illrli'.33 
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第 16岡 山国ー 夫 悶J.lll採倉敷市首言問問f 足原金太郎方

第 16岡 藤崎 1!3郎 太阪!向型中市腕問 1191

第 16回 松 島 喬 茨域l隊助川騨日立工場担当之官役員合術所

第 17回卒業生怯所異動

伊藤周綴 静岡県長沼津市域内西後町 98

石津俊夫 稲岡県長大牟岡市三抗~If 8 東洋高医工業株式合私大*日1工場内

池田泰三 山口県率、徳山市 徳山曹建株式合枇内

四片兵衛大連市裾野町 53 前洲ぺイント株式合枇i巧

徳本雄古 舘山県長婦負郡ili足村笹念 日本化祭工業株式合計，々宅

大関陸雄 北海道勢梯郡苫小牧slf :1ヒ光寮内

大森{乍三 静岡l孫寓士郡烏悶H(te問原東京人法給総株式合従内

小川吉一 兵庫i係加古郡高砂~Ir次郎l!)J 阿T 萩原向舎内

小 倉達郎 様太敷香郡敷香可 日本人絹バノレプ株式合最上内

片 桐 進 7古山l際婦負郡速墨付後三r日本化撃工業株式合社々宅

横山省、普 兵庫i綴加古郡高砂町鉱ヶ ì1:~紡絞株式合枇々宅西の 77

問中謹吾 東京ぷ苅田1.i&307 東郷住宅 58

珠 川 鹿二 横波市神奈川凶子安illi3の 389の 3 小倉石油燈7}(然

中岡敏男 編烏際、郡山市日本製鎌株式合枇那山工場内

宗方千星

野 l崎勝嬰

采松惣ー l~ß

矢野進

矢岡敬コ

小松芳男

筋盆太郎

坂口孝

宮岡隆吉

進藤喜信

"F.i 武寛

東正夫

日下部 勇

森章彦

森下俊雄

山口j係宇部I打開版11:同f1丁目 長田武治方

前間際、八幡市枝光犬ill 日本化成株式合最l:術玄然内

栃木県草上都賀郡 古・河鏑業合名合証l足尾銅;幻内

稲阿蘇八幡市竹下町 1TfCl 810 井手方

大連市伏見町伏見寮内

愛知l係尚美郡悶原P1r 河セメ ント株式合枇奇宅4披

新潟l係中頚城郡，~Ii\J t際前 信越窒素肥料株式合従合1i'i]iJi

本郷区湯烏問 rf] 3番地縮井館内

秋岡麟土崎町郊外遊閑地 佐藤貸さ方

縮問l際大*問 1fT 大iE ~lr 4の 72 i*i田耳1:内

愛媛l隊西僚附f 倉}般紡織株式合前j漁民倶楽部内

大連市早苗~If 5 ;>;r::l:見寮l勾

rë ケ崎市次~ 23J 杉m方

東京市mf田区御問問r22 加藤均議長方
東京市豊烏区雑司ヶ谷川 6の 1134 合子方
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前競目次(昭和12iド4月畿行第31競)

報文

小栗捨蹴.Jftチ1: 宗男 : グリセリンIC依る竹材リグ=ンの分l紘一……...・ H ・"…・ H ・H ・.1 

111口 柴一 ・松島 喬 : 臨化ー人ー豆油の部分的盟系こi]jt却・…・………-…・…...・ H ・.....・H ・10
庄司民治・ 111口 恒 k: モビール油IC闘する研究UHI#D'"・H ・.......・ H ・....・ H ・.....・ H ・14

秋山 桂一 : マンガンクロムセメントの耐削¥tl:Uí~ 1 --3 ~lO ・・・ - … -…・・…・…….......・ H ・ 18

講義

宇野 日平 **~アルミ=ウム工業蹴設CJI) ・・・いい・・・・・ 0 ・・ ・・ ・・ ・ .....……・…・・・….... . .・ H ・..… 32

石川 千じ : 化療薬品による石炭般化と石炭の本間..........・ H ・...……・・……・… H ・H ・-…44

雑報

Abstracts of Original Papers 

Sutezo Ogllri and Mll11rO Takei Isolation of Glyccrin-Lignin 

from B.，mboo・・…・……・……・ ・・・・・ …・・・・・・…・・・ ..••.•..••.• •••• .. •.... ・・・・…・・・・…・・・52

Ei';chi Yam司guchi司ndTab5hi rv弘，t.sushim礼 A p:u白江1Dcchlorin司tion

of ChlorinaてcdSoybean Oils ...... ……・…・・・・・・・ 0・…・ ...・・・・・・・・・・・…・…・…・…・・ 53 

~hi11ii Shoji and TSlIneta Yamagllchi 011 the Quality of Wastc 

Mobilc Oils( 1 ) ...・ H ・..…...・ H ・.....・H ・...… …… ・…・・….........・ H ・.....・ H ・H ・H ・.63

Kei';chi Akiyann Chemical Resistance of Mangan Chrom 

Por~land Ccment (1--3)…..………...・ H ・..…...・H ・.......……………...・H ・..…54
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